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戰爭の 責任は^ — ズグェ . ^ 卜に をり 

一九 四 一年 十二 巧 十一 日國 巧に がける ヒ トラ ー 緒 統演說 

掛进 巧け fsu ぷち— 

化が 化のに 夕带 むりし】 年 もな くち 来を 吿 げんとして ねる 駐义の 化を をを るべ* 一年'^ 前に 
狙つ てむ ろ 援巧乂 じな にを りを 莲进曲 S けを おた る 固な ぶ 寡を に ホの 夕淳ん とず 
る もので をろ 管 •是を 翼 段は 盛 S 四と 而」 て、 駕髮下 3 泛 なら S をに 巧を 

か あすべ をで をる •一 化 凹 ホの かザ沾 策は 神び な 時の 英を相 化び に 化を 支 巧し 义はホ 1 する 
ー ホに 化り が 化される に まつた が、 がの， 使 同年れ、 争 ホ讶ず C そは 理性と かぶの 一切の 巧 山に が 
いてまでもお时まで巧ひ巧かねばならぬことが巧らかとなるに至つた。 かの巧き^*&^巧巧！ 巧 
巧は ながち お 中を が 巧や軟 おなか 巧を W 巧し つづけて がた ことを 抑が 巧の 巧で ゎる。 

がの 巧 巧が、 K ィツ 巧 族に 本 ホ 巧 ホを 巧れ しめ 糾 なかつ たと ずるなら、 かは か 巧 あち 年 丹 至 一 


二 

干が になり 巧り ドイツ 巧 おのみ ならず、 m — ロツ パの 巧 巧、 ぶを 世 巧の® おまでを もみを 巧に お 
作 〇 ぶね ない、 巧 的 聞 巧の 指が をを にを ねられた にかし 神の 巧理 におが しがいと お ム。 

ドイツ 闻 巧と をの 将兵が 巧を 巧 巧し、 岡ず しつ、 わるのは、 がら 向み やその 時化の ための みで 
はなく、 併サて 來るぺ を、 を、 ホの ホの 祀 代の ためで も ある わけで をる。 进化 はも れ^^に 巧す 
るに"：^ も お 比の 巧 お 的が： 止を なて し、 これが 津巧 こそ 今や われ^に 巧せられ た 巧が なので ホ 
る® 

ノル々 H — 我のを 了後閒 もな くが なした 西部に おける 巧踩 にょつ て ドイツ 巧 海 部は 何ょりも そ 
の 懼巧サ る 化 巧 的、 魄が 的、 轻巧 的に 审 巧な 地な をが 巧め にが 化する 腹た をに おつたわく 
て 巧巧卜 ：： がされた 闯 々は、 をの 時な 來 その 抵お 力を】 纪 した。 キル ケネスから スペイン 巧％ にお 
るまで、 おめ て- 乂規投 なは 化と 嬰 楽との 速 巧と なつた ので あろ 或は 解かの 前 巧 巧が 堪 段され、 
ぶは 把 化 巧では なか 的に 化 巧 か 等の 巧 おおが 巧 化された •义很 巧の ためには 、海上から も 巧 中 か 
らも 巧 巧 上 雜攻不 巧の お 氷 巧 巧 地が が ホた •肺 地を 糾ぺ 、これを か 巧し、 巧 第す る ことを おがと 
卞 る】 千ぶ 巧け •上の がしい 扭 巧が、 W 巧 そのもの、 讯を 貧して ねる。 

近路 巧、 巧ぶ がが ななされ たため じ、 兮 H では スペイン 围巧 とぺ ツアモ との 巧が が、 海卜： とは 


化 貼を」 漢さち t 。 海陣委 圣み R 赛达受 管、 卜て 護* 銭」 了、 裡 巧な 

ごは ゆ， 〇ジ —グ プリ—, 卜揖に 比 巧 中る 璧ち こ、 に靈 した。 而もな 較 だとして， 一の 巧 人 
强 化に 宵を S ので & ろ この ョ-； .ハ 碑な ちか 何なる かから も改巧 不可 蒙らし むる こと 
これ 含が キ たる 化 忘で をを 蔓中も 巧 巧-」 れ をのの 巧 か 巧のは、 攻巧的 作 巧に よつ てを 
ぅ L た •こ 1+-, ホ 巧の 細 巧に よつ て 可 化 だつ たので ある。 ドイツの が 上 及びが 中 巧 岡 則は、 イギ 
リス 菱 その 化 巧に 服ず る だ 机に K して. 小 おの 蓋 科を 巧け な ドイツの 妻は、 化を 糞に な 
巧 作 巧に ついて なの 化 船 巧を を 巧 助し、 ホ 本と にが f ろか 投 のが 化 巧# じよつ て 「おおめた 巧 

をが 稱 なる も？ & るを 一で な CS 惡张木 人は， 度を ぶ 咨扣 にかむ をい 巧 
で—。 を 岡 ホ じがて は、 葉のを、 ドイツは みに M 譯 イタ，- の巧帖 妾け た。. 

巧の 囚力 Q - K がかは & ケ nKa つて 化 削 邦 イ*， W 巧 にがつち 案は が C 二ろ ホ 申 かの 
化义 なる 巧 巧に よつ て 化 阿に. 一け めに かは をが ホす るのに ぶかした ので ^ た •しかるにを 年 一二 
巧 二十四日には 巧く も。 ンイル 巧 巧 巧が ドの みかの 巧が 巧な がが 反 巧を^ 巧した。 凹 巧 二り には 
ア y ダ ピアが 陌 巧した •又 四日には ベンガジに 到 化した。 A 日には が 蹄を ボは デルナに \ 城し 
トー 日には トブルクを 包 曲し 十二 日には パル デイ 7 t パ 巧した •ド イウ •アフリカ 軍は その 巧 巧 


はおが 上 わらの みなても を 巧が り不衍 であつ たに も 拘らヤ 、を々 なで w 々たろ- をた めた ので 
走ろ 巧で スペイン にがて さぅ であつ た 化く、 みがは 化 阿で 孤が 叫 閉は问 一の かに 巧して 協 ml 
て 巧 巧つ て® る 0 である。 

わ < て 化 阿 がお胜 巧-み 巧が 巧が お 女の 血に 巧つ て 巧び 化 化されて お^ 閒 に、 怖る ぺ を,^ ま 
の おが 旣 にな 洲を 巧ん てがたなち 化 一二 丸 年 巧に 巧な 化む を 神 ざ 必要 迪られ て、 少く とも 
巧 ソ邮の 焦 巧の 不 かを 化り がいて をが の ホ おの 化 巧を 作らぅ と 化 •むする に 至つ た。 之は ドイ .火 W 
民を 抢 、特ち ナチ ス 巧の ポルシェ ヴ イズムに 巧す る 立 巧が をが 反 おでが る爲 、巧 柿 的には 茹だ 

巧が ではみ つたが、 英图が 蚕 霉巧 ド； Q # 管 巧け て 居る と 罵」 身 技援約 とても 常 

にお 巧 - H はお か： Sn 串 •なのみ のな 巧から 考 へられ、 をれ のみを 目的と して 居た ホが 其 S 刮 には 巧‘ ょ 
も 0 でを つた。 

ドイツ 树わな 円が お— 

ホは 一丸 ミ 化 年 巧な 及び 盛な を 油じ义 もや 多 あの 西々 にがして、 英 W が K イツは さ 令が 阅に苦 
ん し 円 山を おがず るのを 屈を がして ゐ ると ホ 玻 しつつ、 巧 明を 中 化た ことを 闯 がして 巧きたい • 
ドイツ 巧 及び その 政 おは， これが 化して— に 巧 おせざる 巧 版 のみを 总が卡 る ことを^ 巧と 灯 



つた ©であつた* 

化ろ 巧 ルタに ょつ て ドろ 苗 K に 巧晚巧 制さる、 に 至ろ を 巧 ホの 巧 合 ザ 巧なる® 巧を W て 
サぞ るを 第 じの ざる 二 面 か 班 にれ ると 云ム 器れ 塞が 案 的に をて 巧 巧され る わけてを 
ろ そた してち ル トな阐 及び ル— こ 了が 巧阳巧 策に 巧は る 巧 叫 同盟の 法 化に 袖を， 巧つ 一* 

襄養 交ち 巧 基金む ミ 至つ たモ巧 r ろと」 了は r イツ 漂を S を 整て* 

ことこち 鬟 のホ 巧、 で 巧 巧で さへ をつ ち バルナ クタな 田、 ル-マ； 藍 の巧 两が 巧闽巧 

助な 援を 望’ ちて 攀留も i 0 望 $ を 位 じ 忘を、 r イツ® 驾 お なの 堅 

を 塞ず る ことは、 ドイツな たと ゎ、 祐が であるの みなら 卞 、養て あつち 
は 上の 巧 四は 日なら 卡 して ドイツ 西ょ 〇 狂る も 遣が でら — 脅 W をを けつ、 をる 巧 巧に 巧 
す， i. 班も费 むを 泣た。 省 巧 一 Q. 業 は. 卜ろ曲 W かにない 墨せ ざると 餐 かつ セ。 上 巧 
巧 田が 诚ちた そ も， \ は、 島 S 養を 岡な」 つ、 F イツと G 繁を 断ち 善寫 0 薑ま S 

から 巧 かは ム ろか 招ぇ 卡巧 叫を ザめ られ てがた お 巧に 化 ならない、 

そた をを 么 《な 巧 03 かは ド イヴに 巧 もな* おを 巧へ ち フイ ミン ド 冬 ホ おは、 を 
、こ# か 亡な$ のな 巧サる « 化を 巧いた •がちを 人 自身 单困曲 民と して 英» 的 巧 s と g 性には、 


巧 じあを、 むを 持つ が おの お 巧で をり、 香 人が、 西が にがけ るみぶ 的な とお 部に がける おおを 化 乍 
ら 、が艰 的に 巧 助し 巧な かつた が 故のを 湛 であろ 而 して、 ソ说が ド V ツ〇 政治的 巧み の お 
をから、 ホ 部に 化む が 聞 おを 巧瞭 的に 巧诚サ しむる 巧 巧を 引 巧す ことが 巧 巧と なるや、 巧 巧 0 が 
巧ち 理化 とぶ がが 化 勤 的に 巧ぶ する H 的を 求に 惟して 了つ た。 

時り の 粒 過と# に、 一 化四藥 にはす も、 こう ン 巧の 巧 芝 計 巧は 化か 支ち 卽 ちョ— 
。ツ パが 巧を おな 的に 目說ん でむた 巧が 班 苗され た •みは ドィツが ブ颗閣 送 巧 ホに 街み の 巧 巧を 
が備サ るに ムめ てわた 巧 時を はを くも 旣 にが 部に がける ブ谢 のがき パ かの gjjg を 妊て 取つ た。 

これと 時を 問 じうして チヤー チル 巧は 巧く お 側 巧 術卜持 巧す ベ ホ ことを 約 おした •巧る にを と 
なつて、 化は； 九の て 院换热 をのが 七、 プ 巧の 冬 巧を なて 戰^^ 巧 利に がが しあ 結に 巧く を 
めの 巧耍 因す たりと® ぺた をを を せんと 巧みて、 ブ惭 は】 化 四 一年には 夕 巧し、 が 巧を も か 
かに 巧 おせし むる で ホら うと 班いて ねる。 

力くて 31 〇ツ パは 昭 ぶに 阴 される におつ た。 3 — ロツ パの 巧 巧は々 ブルで^ ない •凡そ 巧 巧 
括とは 廣 的、 文化め 芝 れ おには ない •これ 卽ち柬 郁のを 巧を 巧 部のを 巧から を 巧す る 境 巧 
がょり 化には ない 巧な である。 1¢* はこ i で、 m — a ツバの 义 化の 巧* を 回 巧し つ、、 なて 



i ぶな S 寡な 滿 地から 文化 0 ほいな 民® 恐 さを 藻が 3 i ッパ s® 中 塞へ となと 切つ 
たので をる と 雪、 わ ほむ 代 ザ，.； と n - マ es 茜に 幻ず る 襄を堯 しそ？ 化 的 i 
ちに 援を缓 した ことを をに した 卽 ち登紀 になつ て そ 0 守 里は"— マた 鹽で & 
つた のみでれ くまた ごご 接の 强 でも あつたの だ。 この S から 他の 大巧へ 〔なが 端つ 
たのを たくまた 柯人 もを 定 おない 巧 旣 、文化的— をはれ ち ミ 巧 没は 离 のた S 
みに を S ミね ミで わく また ま 弦を に 脚？ t® で わろ を 為」 了— はを 

妻が 爵留 おにす で 南。 をな つたこと また S 闽 装 この 岡 ひに 公が 4 加ず るた たは 
& 巧 を 送る たてむ る ことは 寫 てを おお あると 强 調した 1 1 ゴ— スラ ゲィ 了を ザ 
シャに 巧す る 逝 61 •はこの 巧、 むる 闊の 葉で あり、 そび は尙鬟 をて ねる のち 英闽 がべ ル 

グ ラ-ド— 智 畫た竊 をを たを をで S ホた 某を 享 — 0 は y がで ミ 

たな 程史 にが を 巧いで r 余が モロ トブ の怕截 閒に巧 おたた ことち スタ— リンが ぶ 姑 
しに こ S 髮を 巧*— 志に 氏」 5 巧」 なると K ち 6 た ミで &つ セ」 と 商。、 更に 巧边の 
巧が にがけ るな 化 i について 巧 描した。 

ドィッ 坦 にと つての 一 差な が柬驾 .曲 i りかめ たこを 余の 口に 明かと なるやを でかは 


をち にを s たなる 《彷 化師受 g 单師 ■の 蟹を 命じ s 、 そのたの 人的 及び 化 的 ま. 
は 巧々 Q と がを」 Ta た 0 で & る •をが ドイッ 賈に巧 ミ 保 f ける 一が 王 
よ 差諸忆 あ ミは 巧倘忆 ついて 班ら れ S と C ろ S ろ 多き に 巧」 て， ナ； •ド イノの ホで 
はか も； 5 S いて if S 仕 累進 f れ るで をら うとい をと で* る。 は 望に がても 
さう でを つねち 争 日に f も 凑そ〇 なには 何 巧の S 化 直を ない •一 且-按 塞ら ばいつ 4 
も 3* はょ ゥ 多く Q 巧 養び 量る 度 ホなる 巧 器を 晏 立ち 现 はを でを らう •巧ち 
± 巧刚 もがの 冀が すち をに して おし ボル ごヴ イキ S を もつ とょ <§ てな たなら でな 
等を ながず る ことを 考へ 芒た かも なれ 打な どと？ てむ ると 卞れぱ 、を 姐 芝 巧て すは ュ 

ばなら な V 舊は暮 f 至禽 A を 至< 誇」 ミる® だ、 も衰 a 若 5 丢’で 

なお 胃は 巧 f なして むな かつた ばかぶ、 みろ それを 逛 S をめ にを る ホ 巧を な の 
ちが"。 と 巧ち ちし も援忆 して 拽ホ〇 巧— けない ことを 誌 《ホ 巧まで も、 空の 遠を る 
なな じ 巧化 しむ かつた としたむ を、 白 ピの巧 巧を 量に し曼化 づぺ爲 ホに 出づ るこ^、 と 
つたで をら う、 と 化. へた (「なは》 枯 にがて、 和に ドイッ 的に 巧し To みた 丢 S ? がすろ 枯 
《てを 命 的な 危險を 巧 かした るが ホに、 致ち も 一日 二日 置に 攻 ザな々 幸す ことを 化を レ 



たので ぁろ B.; 奶 を>を困 の わつ た 栗を 巧.， ろ 跨な む’ 立 楼を口 度 巧のに 投 しくが 奋 
して 占る。」 そ 〇 をな 笑* かつた C とを 化 ム時襄 は、 巧 育 5 ;を巧な かつた*^ とを 章 
•へ* 蒙を 卞 5 た： 80 力 t 神が賣 む 时苗宗 へを た C と K つ さ、 ち、 种忆蜜 I 化は む 
い、 とおつな おし も， 二な 琪 け 上の 稱 中と、 營帥 困の 审 f、 & 巧に 上る 盏及ぴ 巧 巧と 
ち 《かとし T ドイツ 管で S 勘を 3P たと すれち 旣忆 3，； パ寞 をて* つてね 
を も なれな 5。 ホいで 往なは、 な 二十 一日の 罵に 蔓 つては 來ミ ミア 蓋の め 巧 及び ヶ 
ルナ C! 惠 i まるを の ドイツの ミ 巧に めけ 至 巧 寒つ いてち 遇 巧 巧た 巧 ひ、 十二月 一日 班 
ホに めける 捕 巧往を 二、 八 〇 ちバ 六ぶ ちが an ま 塞され たる 巧ホお 一二、 =充一ち >巧 
をた る 册け没 sn ち？ r 資及ぷ ことを 明かに しち 而 して 同じ 語を S 巧 f れホ 
めは 二、 一 化 一巧で^ つた， 

六ち 二十 音から 十二月 一 に ポる瑞 に ドイツ 怪 巧の 塞つ たが 意 砂. 化 ー ミ、 ヒ セーニ、 巧 
:さ豆 ご 一一、 〇 八 二， 巧 ホ 不明 己一、； 一で をる。 をの 邮ド イツな 巧 0 巧 巧 忌 一二、 ニ ミー 

も 化 まは 八、 四を 二， 行を 明 二、 〇 天， 蒙 0 ぶ 塞を 一二 〇、 负 化を ミニ、 巧 力す の _ 

む 0 P でぁ 0 た • 


一.' 夕 rrri けた— な •璧一 ごご ニー 巧 浸-至 一、 セ 2、 一二 

- >/，5 ミラ— 巧 巧は-」 たつき 讓邸 おにが けろ 閱 化が、 靈夕 あが、 か 

を。、 巧—# わが— S — かに 差しな かつた— 拥し 

.t -吏〇 も/けり "され. 萎 ミを 父冀 3 れるガ らぅ 主艳 管た。 が C 按 がホ1 

yo :: yflf !、 をる！！ i - 

がが は 巧び ボ-ミ Ki & び ダ - f ソミ 搜を繁 する 巧 (ド； 0 巧 力を 窩 
化 ザ 八月に •巧した をを 巧を し T 靈は ぁ〇 巧たい— ミ 巧 宠を雙 し 号 「如何 こて 
ラ.^ •卜 i 寞 がか、 る 招 塞を 化 巧に 擊— ff ィミ 巧が 抜 g し r を 
巧 かふる にが 助 貝を 容ナる 巧が 出 巧た か」 高ん たこの 刚进 もずる 巧ぶ ヮ ル； 
ゥの S せに めて をな された 公 塞に ょつ てなる 巧が 川 ホな ポ— ミよ ミを おめ 態 坡を3 

を是る和璧 を5 た莲むをおをが言 若 は 7ミ ト ン 0— 1; ド 公^ 

ホ トキので ぁつた。 r 器 マ こ ミむ のへを S 祀巧 はた r 一人 0 人 ま 

奠 巧ず sif A 妻 f を 怖」 い* で 苗ぶ 装は」 を—^ 巧^:; 


何たる 巧 山から この 人的が か、 る だのむ が 化を、 をの 度た にがて アイ a 力に も’ 义ル ー ズ ヴェル 
卜 にも まだ 巧つ てす 化を おへた こと t たい 巧に 加へ 巧る かの 間に 巧す る 解を を 明ら 如に した 卽 
ち 一、 ドイツは 山 化 アメリカに 如何なる 朗む卜 も 化して がせず、 たで これらの 巧に 約して 巧 W を 
姐 じての み 利益を さ 受 するなら く哦 1 の乂闻 である。 ， 

二、 阳 がのを おお A び アメリカの 巧 炭に にて ドイツは 化して か 巧 態 がをおら 卡巧 ろみく のドイ 
ツ人お 了の 化に ょつ て アメリカ 丫 部の W かを 巧 助した ので ある。 

一二、 ドイツ 巧は をまで】 化と して 含 ホ闻を 巧す とする 即ホ にを 加した ことは なく、 巧ろ 一九 一 
小には ル ー ズ ヴェル ト乂が 削 向み にょつ て 巧な された ホ n な 0 た A ぷ一两 明し つくされた 卵け 
にがりな 衆闻 からな 巧され たこと さへ あるの だ。 

を-^ た 雲-言 ミら」 H が、 茲固 Q が 苗へ C を 群資睾 霉本裏 的小援 にも 

つたので をク て、 ドイツ •りなは 何らな 来 巧を 事を 供 へろ 巧り はな かつた 梓を 端的に 誌め たので あ 
つた 卽 ちな ホ 曲の 巧猛 又は 化して が 亡に M する がかき お 化の が 巧は® よ 的に も、 化 巧のに もな 
衆 聞と ドイツ 民族の 叫には M ら介 おしては むたいの だ。 巧 M の 巧进は 常にが おしで わた。 

し.^ し 巧 巧が のな おから ずれば、 ある】 巧が 白 因の が 巧を 荣 巧え、 他 巧の 巧が じ 干 ホし ょぅと 


しない？： こ 〇囚は 何も 璧を手 巧' 川,, はを s いもので ホる。 て。 力は J 
ま 化 ホを 待つ た大 ながに S をて &る 一共 か 巧で ある。 そして ドイッは が ホ 巧で あつたが、^ 
のを 化和闽 とな り、 今 H では 地 媒闻夕 た 桑か阳 でを ろ 題の M には 保； ホが がは つ 一； 
巧 本 キ -2 アイミと ボル ご》 イミ。.； と 0 神化は、 火 餐の寞 r な 島 七 巧を 

の 冀ナる ドイッとの 邮 S はる 襄 さもぶ を大を S であろ 
しんしな 畜ち； ミ g にを を ~ つ のか 番 、ミ ドロ々 •ミん ご ミ， ン ミン 
ル— ズゥ； 卜 なる r 人 〇巧〇 しでかしを 冀 にかゎら ない。； ル ごに つい ミ、 巧 中の 化 

ぉ* ドされ を 0と¥ 妻が なを ミ rv" ノ S 賣巧 ミ？？ るな を ミ-むがり、 
曆 がミ脏 お— 支 巧は なければ— なかつ ち 「か <i 辛い お R がゎる にも 化ら 

■ V / 蓋 で 巻’ 零； 攀 ii 」、 巧での 

あ强 をす S とする C とを 3 て そ Q 巧 命と ナる C え 川 ホる 〇 でを， か？」 

このび 間にを へて 赛 はモづ 人め ホ 面から 义 寫及累 真と syf に# J 巧 さ-‘ 
^ る 巧は おり にも 能く TW し 巧る となべ ち ル— ズヴ； 卜 は葵襄 なを ホの おで^ち^ 

をる 寡累養 塞 h 乍ら 忆」 T 益 告ミ As 技 S」T ミ。 お」 々宴は 小さ 



いけ w た 安に 生れ o から 0 逝を ネ 曲の 闲巧 > -巧迅 し 乍ら も 切り 巧け でけ かたければ たらな かつ 
わ" ル— ズヴ 1 ル トは巧 一次 世巧乂 巧を 巧 巧 巧を の 巧 おか.-:' ほを したので あつた。 化は 夫れ でを 
るから お 快 皮び 阁巧 間の 巧 ホは 化の 人* が 化を ホして なる にも 巧ら 卡乂 なけを ずる 包に 的へ。 れ 
た 機 林と して おめ てげ ろい 結果と しての みなつ て わるので あろ •同時 蝴 にがて ヒ トラ— は 一巧 ネ 
として 邱み にがて その 巧 巧を はけし、 义が ホと 问な •巧 まれ i、 锁 ホから 削 巧した 0 でもる。 ル 
—ズ ヴェル ト がお芭 .：.； の 巧な をが し 化 あ 上 义ホ进 なるな 治荣 として サ にがで た 間に ヒ トク— はな 
巧呈 として 貴 幼 器は に 問つ た Q であつ ち フラ ミ？'' •ル— ズ ヴェル トが 始めて 畜人 
找闻 として 忍 巧せられ た 巧には 化は なにを をな 巧 本 セを 化な の^^ 巧で あつた。 な 巧が ドイツ 网 
ホ 机と なつた 巧に、 巧は 化 巧みの 创 巧した 一巧 族 巧の の抗 巧# でを つた •ホいで 巧が は A— ホ 田と 
ドイツと にがけ ろな. 巧の 这 段を 巧述 しち こ Q 留 にがて ホ* 捆 用を た乂晒 巧の なをに 巧 する 
怖 巧 叫の じ 巧 巧と して、 巧 おは ホに、 ナチ ス巧海 下の ドイツに めけるな 巧、 巧 ホ 及び 文化の なし 
をを をを 抬柏卞 る f、 時を 同じく」 て*— ミ H ル ト大が S 力は ピ〇田 0 窝を 前け 無の 
あ C ちで が* せしめ； ■ホ 巧の 巧な をが ひ ホり、 モのお W として 巧え ホ か ホを 巧乂サ しめたに 进 y 
を**^ ザた • P イツでは 巧 巧を 抽 皮して わたのに 巧して 合み 田で はん— ズ ヴェル ト のが 巧 F 


に 巧 s 巧し いおを 時化を 米した とい ムが 巧で あろ c の 巧の 轟-- ユ ’•.ティ— ル 立 化は 洪り 
ぶ あミ战 かり も 前例を 化 ざろ 巧の 乂ホ 化で ミを t る 巧 済な 累巧试 する ことは’ はの 如 
何なる：： 重？ なて」 て〜 S むを 基、 お 知と」 了 S0 冷を 李慧是 であつ た 

と、 をと じ讲 ては 扣巧 のな ひ，， 〇 か 巧し けむい 。若しも これが ョ 1 ロッ パの 巧闽 でいた ミ 
であ つたら’ ル 叫す エル トは闲 巧を 巧 盛した 巧で 闽 なに S をに まり、 そのたを ミ 歧ムり 

望 おを 管 4、 I # 通 ミ C ' を霧兩 2 隻 f * 基 割 ss 巧れ 9 

むいと ころで あ 〇 う。 な 杭は 巧に 巧け ち I .占 C ろが 一田 〇闲 まが こ 0 巧〇现 上に 化つ て ザ、。 

そこで 彼は、 公菱襄 を 巧 円み e 5' て。 る 到內襄 を劳累 e ホへ 逸らす ci ょつ ての 

み ホ じて 助ん る ことが W 來 ると いム ことを ぶじた ので ある 一と。 

を 傑」 て 襄はボ が？ てわた 役留？ 述べち 卽ちボ トミ D 蜜は t— でヴ 
王 ルトヵ 化の 餐め巧 おの 遵 にがては ホ々 すなが ち々 お寝を ホの 巧ち をが める やうむ 
ルタの 川が 普を 必要と してむ た C とを ましを もので あつち 「化 0 巧は 何年と たく、 ホ 巧の け 
庙 かで な蓄 がそ 召れ S か sf ると 罵」 閱ぶ 巧窗卞 るで &らっ ミム i をを お人ツ 
になを ホた。」 かう ミ おつた 夏は 烹 .で ル— X》 ユ子が S 寞で ドィッ 两 S してを て 


ち ル— ズヴル ふ 巧 動に 音 及す ると ころもつ を卽 ち淀执 は、 一 化 云 セ 年からは 巧の 寡 蜜が 
始まつ て、 こ.！ 一 が やがて アィリ ヵ团 民を ドィッに 巧して 化* 卞るホ 件。 となつ て。 た-‘ 

をし を；；： 曲は や： &て駐 K ホ - K 巧 SS 3 とたつ を かくて ミ® 平和 蹇は S 無」 C されて 了 
つと。 ル1ズヴエルト乂餐窝巧も平和に閒山を草るものでわりと轰」ながら， その巧巧 
萬誌警 巧&ん とずる 一 S 图架 —迪 かで なけれ 搖を引 f はて 巧わ」 つ r けて ホた。 

化の 愛な 傅は 一を 二 辈に书 り、 番が 化を 妊る に まりこれ とがに ル— ズヴ王 ルトは 碑る 
ルの がりと 凡ゆる ホ 投を瑞 してを 拖曲呆 おに 反した 工作を 巧つ て ホた， 

モン。 -義を 引を ひに 山して を さながら 雙 -ズヴ ユル ふ； 一一て 年 一音に 掌く 力に 
をく 閒化 Q た ミた 5 S 本件 塞# 卞る窒 ミ •卽ち 彼は 田 巧隻查 く蕃」 了 & 早乂 しを I 
互つ てが 重ざ畜 賽 S 公器を 奮」、 霞府 を窒」 、そを C ろか 化は 他 困 0 巧 i を 巧 

等る が 化を 菊を 典へ た SS 政府と Q 招— まで も 拥結卞 る まを 耍 求し ホつ た 0 でぁる。 巧が 
はまち ル— ズヴ H ルトが 一九 m 輩 醫十直 口に 巧が 及び ムッ ブ，— __ 窝 になて 强； 面 
田との 晒ち ル 1 K ヴ H ルト Q 同證忆 合併され てわた 蔓はそ 0 保扭領 を」 T & た* かにち 

秦隻 t な」 S かつた ミ S と QS ミ 去 可 g 《《を 寶す 5 言 K 备ミ襄 が 

-五 


. ー ホ- 

の アツ ピ！ ルに も 巧 及した •按 いて 中ぶ 巧の 巧 巧、 ポー ランド t 命が 時の ホ誠ク ルウ*— 及び ザ 
ンマ ー タの巧 ホが 結ぶ び 一九 WO がぞリ にめ ける ゾ ルウ ェ I 亡命 化 おの 巧ぶ， オランダ 及び ペル 
ザー t か 政 おの ホ 斑 おぴに これら 固* の 黄 巧 巧 お 等に 閒 しても なべら れ た。 これに 關靖 してを お 
は フランス がちし も その 巧 巧 姑を 樓巧 するなら ぱ巧 巧に 巧す るが 助を 巧 化しよぅ とい ム •ルー ズ 
ヴェル ト の フランスに 對 してが へた 巧 泣に ついて あなす る ことを かめた。 

1 化凹05^セなにアメリカはドィツのホになちることを化化するといムロ資のてにフ5 ン ス Q 
巧 產を巧 おした が 致 巧は カサブランカの フランスのを t 乂巧 班な 巧に 巧 巧し ホ 巧に 巧ぷ ためで あ 
つた" 5^^をを巧巧逆に3|りたてるために ル ーズヴ ェ ル トの措扭が^^化したことは5*^ホ巧が 
か B をが にさ 加し、 或は また 米 聞が# ぶを 巧け てね ると いふ ことを 證明 しよ ゥ として お 機を ちぶ 
した ことによ つても 理解され る。 

巧 おはぶ に ホ おを 巧を お* おにな ft した こと、 及び 「巧 器 巧 巧を」 ドィツ 巧 船 「アク ウタ」 が 
>袖に巧しての^^<: S ぞ Q 资、 ホが巧におしがお化わのがザ、 西迈の巧巧に巧お益おした こ 
-と、 な技に5^^^まによる巧お凡てをがわしたことをお巧した。 

巧が は*— ズヴ ユ ん卜が バルカン 巧 曲に 巧 遣した ドノ ヴ アン 大巧の 巧 柄、 ムハ 巧に がける ドィツ 
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く！* 裳 拷慧努 をを」 《50 とを完 ポ s を 妻た 
巧 巧 ミ 蹄 S する；， 玄摄が SS れ 、请 居ん ィツ S 拒を 芋 妾 枢 を* 巧 

tL ち- 「々至 - X ヴ H ; 义碧 がな 身に 封して 示した キ劣 たるめ ミを 巧 じいて わ 
らぅ^ み— して ギこ グと稱 した！ を 凳既し I ， 余は ミ 5 が 7;* を？ もの 

であり、 3 - n ツ .ハには その 例は 妊 巧を いといん ことを S してを をたい •を 丈 ル も； 
卜氏卜 らも 何 一 つ 器卞る ことを 尝い • M 蒙ら 《をして 云は むな’’ 氏は々 て； •ゥ 

ィル ブンと M — 望—」 tuGK 量 S ts と ミ； i 某たち 

とが、 同な 3 ぶ 力で 晕日 定霖 してね たこと ちいて ろ 今ち 巧す を卖 しない。 化は 口 本に 
なしても’ をく カホを 执 つちが はき 巧 ホを$ し、 现 ホの 理由！ 迅 し、； ストが 
的 曇 Q 巧に かくた 姑 巧には 曲 W を 巧 ホに 引を るの— ろ そして 薑〇巧 巧の 巧 ホを 謂 
ホし ミ ためこ、 フ， ブンの 神助を 2 ふた わけで ある。 

おは 巧？？ か 1 墓」 をえ & かつた ミ巧 愛 養 各」 て _ を 巴 累拓 をつ た 



こと、 


また 現在 奇管 sss む 何ら s 巧を 持たを 人 s 賀 ¥ 某¥ をへ た ミこ 

.ぷ f i お f 」A 拿ろ ミミ 獲—— 

が この 巧说 がと おい 义 ホの をに をに 之ち か t る累に サん卞 るのを おを したの なる^ 
を窜 ると 《はなず る。 巧* は ル— ズヴ三 ぶが 後に を ミを かつて ゐる •それは 努ソ斯 こ 
巧した かくに 堂を も 取 巧 はんとす るた をが 《ボ たとは じた 未 泣の ユダて でを ろが 日り 
M ソと问 一に？ 巧ない現 な 章ィッ が、 牽 ル_ズ ごルト C そ 達を 口がん ミた ことを 
をて， 器は ばち ィッが 口 本と 闇を 技んだ 查 ふこと だけで を、 巧ろ ドィッと 口す 一 

f f とを 

当 まを 認 g 量 夏 管を つけ，, をち 巧？ 裏？ を 重 島 w 集 ふことの 

ホが ょから ぅ。 グ 
襄田 大巧が は その 碑 S 义轰を 度な しつつ、 を ひち 一. 切の 震 f お 招して、 累 
^^る器に巧」ミ何| も卽時沒孚ぺしと—を、 同因羅に下すとミ姜 

がんで 5 たち t •累 e 昼」— aili、 f ii 口たち 


にして柿巧とされたおもみたからずある、、ルーズヴエルト乂巧巧は、 一九の兰ザまでには 
网阁 を斯ホ 的キ巧 によつ てめ 巧し 巧る ところまで 盤んで ねたい と をんで わた •この 米闺乂 巧が の 
か、 る聘巧 巧が に 巧が しては 我々 のを W も あ ひに その 肢 度に 速して、 巧巧两 曲は を や】 二扭 M 阳 "を 
鼠ず る ことに ミ、 円 ま 側に 立つ て巧乂 视を閒 おする にかし ミミろ それ故に 日 巧 S 
巧は、 を H ベルリン にがて 網 巧せられ たるみの なおを® 2 した ホ 巧で ある •卽 ち、 

ぶ一 •表け 本 お、 ドイツ 网及ぴ イタリア 凹は アタリ々 合 巧® 巧び 巧 苗に より 强 制せられ たる 颐 
ずを その 巧り 巧る) 切の 强別ホ 段を U て 勝利に がるまでを 巧ず ぺ し。 

巧 一一が 口本阐 、ドイツ 巧 及び イタリア 闽 は梢龙 のをを なる 誌が によるに 非 ざれば アメリヵ 合 
ホ® みび 英闽の 何れと もが 戰 父は 满 巧を じさ r る 可を がを 約す。 

巧 S 巧 n 本 巧、 ドイツ 冈及ぴ イタリア 阁は碑 ホを お 利を なて た 結した る 巧に がても 亦千乂 百の 
卜午を 二十ち その 稀 結した る 一一 画は 約の 塞忆 がける 公正なる 巧 秩巧薬 0 诗摄も 襄に協 
かすべし。 

巧 W 巧、^ 恼 ぶよ 巧 おと 問 S に巧苑 せらるべく 化つ 千 九 巧 叫 十 年化片 二十た 日の S 图 化のと 间 

S 巧爱 ろ」 • S 田は 奢窥閒 ST 前 碧た る 煮に 於て 覆に がける 惹崇】 一一 


-5 

おに 巧た サられ たる お 力の がな」 化さ 了が— ぐぺ し。 

お 技に ミラ-括 おは； 阳〇牢 セ 月に をる を S お 萎が 馨 されい や ド ィヴろ すべ 
ては こ〇羣 貧妻 で 我 §4 れ なけ S をらない と 云妾を 巧ら を § 了& た？ S し 

ながは 文 两ち賓 にかし； 111 華を 一 口にけ つたが Q なをに が— 时 8 輩は ドィツは 
巧 さか 0 て も ホ-反 期 拽 K が 了 も 化」 T 叢を 巧し 浸い i 盈 した 0 を 思 ひ ほさし 《て ホの か 

r\ ぶは な Q&52 巧」 T S ■は 《SI 巧 力と R も 巧* を抽 服」 巧 5 も Q で a な <- 内 Q め爭 と、 
J 々かを も 0 も 巧* のま 巧の 田れ を がげ 巧ない C とを 巧す 出 ホる •巧* がむ 化* 9 の 面 f この 
て、- な孽 ると ミな くな 習 あ ミと 同 » に 巧* は 义巧曲 巧の 生存 巧に^, て も 寝す ると'^ ろ 
む 4 巧む 愛 t 管で t ミ擎も e 闻巧中 e 餐 たる 父没及 置 子たち が累 Qf おつ 
てむ ろ 時、 なをに がて 廷をサ をす る' む 浮を 巧を め人刚 をち にはを が ホは ミので— •ドィ 
'ソの 巧な を 阻# し、 巧賣 Q 杭® 力 t す 角」、 义琵 0 送を 器 《至は 養 S 努をを 
か-てを す ssf? 寫ミ 方法で 51 そ SA ミを 接卡、 f 某 を旱背 


されミあらゥ. 兄は 一 ちと*も、 重が墓にがて装 〇時巧墓ミに反して ^ 
化は たを をな— 巧を をぐ ると いム 技に がて 5 てね ろ ミの め!^? をして f ミ 
辛 ょ"- 米たい の— る •二 千年 巧の ミの 居を にがて S 巧が 今 BS 巧 安を たる 事寞 
か ミミ f S % 在 2 主た 55 ミ、 泣ち 數ヶ 年間 長 ミく も 5 た 5 なを^ 巧 
: ぶ— i で わる。 それ をム 害は、 ミ義 くも 寞る i 一 貝たら k 給ぅ 
た i 巧 に巧」てお こ <9 化は たい ミ わる •我* •も 亦 f 為 及 •ひか 品慧 王ツ 巧の 
がち ミの f 不试の ドィツを をめ 巧た 巧ち 上天 S にぶ 勘ず るを である。」 へ、 あ 
ゲ- リング 寞 元帥は、 望の 莫の 巧ち ドィツ 田 みな 扫 及びを ドろ 拐 巧の あに • 

がの 签 ぶた S 管 裏 S をち へ：； ツ 至び 異 0 這と f ざる 雲と を 巧つ た々 
<し てこ G 化 位すべ ミろ 星み は、 田 葵の 巧に た 了を 富た ので あろ 


_ 一九 四 一年 王 月 八日 ミ ユン ヘン. ナチ 
ス薦賴 起 記を 式 巧 上の ヒ トラ ー 親 統演說 

な 目 巧 君— 巧 巧 困巧强 お！ 

余が が 巧 巧 地で 巧が に 巧を ぇた 時は 巧に 數 々の 乂 腺に 怖られた 光 巧 ある 一年を 過して ねた 0 で 
あつた •をは 巧 和め 乎 巧に 化り 紫 巧な な訂 をを 巧 せんと 一九 一二 九 年 お 後 的 巧 力を がつ たが 此のが 
九 も 亦* 洲を 棘お に 巧を 込まん とする 巧 底 巧 ま ホ 巧 的 稱爭巧 動 著の に 化り をに 巧が にがした 
巧は 巧* に 巧せられ たな 巧の 巧 命は おでの) の 化を 巧 服ず るに あつた •巧 もこの 化かは 卜 八り W 
で完 をされ たので わる。 一 冗來^ のかを を 巧とは ぶは ぬまで も W 神 嫂 失 巧は 泌进 巧を 巧び 化 化せ 
しめんと する 巧夕 、むを 巧迎 問を には 烟 にか 巧ず ベ ざで あつたの である •發 のて 作は を 巧な A み 
がな かつた •がし ザら 巧 尊は されを 化 巧し なかつ たばか 〇 ではれ い。 を 巧ろ は 巧に なが 巧 時化 等 
に 差な ベた ホ 巧の ホ さへ にべ なく 巧を 返した ので もる •么れ が 爲か俩 人を 抵 巧し 刺へ おは ザと 巧 
んだ。 巧くなつた^上みは 1化川0年巧ホの况渔のれを3&^のに巧服ずる化ぞを巧くなホじ进が 


護 的に— ilf 裔 してね なち たので をろ 化 等 ^ f の u を の 」; 
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0 で ホろ をは K 巧に がて は 牌 ホを 巧 去の 沒 i 程 s 致で t と 巧て むを？ ある •《はなし 
乍ら たる 襄と共 忆5 れ S 性を曼 」わ0 で 凡ゆる ホ 面長 ミ S 性を 曼にサ を 

ホした ので ある， 

光づ巧 一にを 島 巧の 達を を かに せんそた ので あを 又 巧 巧に を 略 利 著と して 巧 かの 
ず t まし 延べ 奏任を 世 巧 C おしち ひ 巧る とちへ てわた 0 で t ， 巧」 乍ら ミは 肉を その ホ 
か fcg 牲 とした 巧な く 且つ 自田 巧の# せと 何 巧 た抽 ななを 人构に 化つ ては が 巧の か < 巧 解 さ 
れ なかつ たので をる • 

靈に至 0 てま マ や 兜 各を 固 占 & 5 卽ち 塞曼 みなら 卞み養 己を 落す るを をから. 

永久に 吾人を 解放す る 巧に 牌み 出す のかな かつた ので ある。 

余ぶ こ Q 器 度で 进お岸 a をた 時 K 古き a 貝磬 はを が お 塞ど柯 A 蓋」 9： なかつ たが 
巧の が 巧的§ を享 f 0 と ホへ たで t ミ で 乍ら SK 於て を ま差を W に？ 
てわた， 何故かと 5 にこの 曲 ホ 0 巧を には 巧な 常忆夏 叫の 巧 ホを 利用して 生た て t を 巧 

〇寞化 人、 卽ち 房的受 人が 雪と 5 ム累 任つ f 判つ 了 《をからで をる，， 

余は 么 巧の®! 太 人 t せ ホ 〇致乂 化と してな 〇巧 たので わる •巧ち 彼# が 度 年邮巧 M 、 ラ ザォ、 


化か、 な 的 5 を 巧を 通じ ミに If ホし £ は 一の の おく かつ ミる せ ミる’ uu # 

ミ 法くな 及し セが 义璧の 財 化 曼を寶 則星晉 的の 巧藉 にを 用を じけ* ; 

っ^ いい ェ ざ！ 芙 因！！— ら卡し i 化く f たの _ でを 
ろ 「を ホ— はみ— 年邮 なをければ— い •一 牵轻 たじい 巧^^^ 

こがて 巧た ので ある • なもを ミの 皮は 巧 かから 蒙と 问 巧に 巧* に 瓷しミ t てね 

,0 •化 こ ミ K に 愛 養& び 征養各 乎喜窝 ミ授？ ぉる。 

巧こそ 喜て波 曲を し i にな セしめ.— で留、 I 、 S 及び— —^^ 
サ ーん;—」 たもを— •を &」 w は英 田は 璧 からを wi 力で ミた 0( で^ 
ちがし —— f 明—— 草 6111 
tlii セ •こ 0 困— ち— 巧— た— ミ— る 時 塞-ミ 
が？ 冊に 互り 轰し 巧つ たせを 巧 淀した？ 卞れミ 说は資 に;;; の^^ パい 

劳— — ilhisi 」 そ 0 ii ネ 
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ミ" 

巧はじな^5:!1!巧 の^^なる化巧が巧巧されてむる两东な0である《 

化の 闽内 にがても 巧は 田 巧め 的 巧が 巧 利を 巧る のでは ないかと さへ 巧々 が はれた ので わる •巧 
し 乍ら こぅわ ム 巧を 抱く のは 向枯サ ろ阳み ホ巧视 のぶ 持 パが C の 巧には がが が ホしたい とい ふ 巧 

累； 時は ミ 明 Q ま 人と なつた 巧も哲 はる 寵的 硏畫器 ホに 柿る 叢に 璧な いとい 

ム 巧を をく をれ た 巧で ある •巧に スタ— リンは 巧 巧の W の 巧 ホ じ 巧 はれて わても 化の 化 巧には 何 
巧 もヵガ -N . リィ ッチ ユ中 化ての 巧ぶ 人 かぶつて & てこの ホさ闲 f 兄 ゆるが 盤に なつて をが し 
て&る 巧餐を ホを してむ るからで ある。 

を 農 かが ¢2 誓 舞に 驾 指 じな に j Q 化 ミ襄 9 •惡を 阿む 契 おム检 

ホた さ 巧る が 渡 《逐 K を谋 富」 を •お* が 西部® 絞 長け る 巡 巧を 第"」 つ、 ミた r 度が' 
〇時ソ 蹄は なに W 部に のける 逝 巧を 間拍 してむ た。 巧ぶ では 柬ブ 。シャ にが かに 吉简師 しか 遇 
いてな を 力つ た Q にッ 蹄は パル 乎' ソ タぶ 面に 一 -4 .一 柄 帥 曲を 勤； してむ をと いを を 時 构が刊 ホ 
した。 がして 巧 かるが 狼は りを •ぶぅて 强 化される におつ た。 之と 則慨 して 巧 遲の张 な 巧 巧 にがて 

巧 さ 化 望まむ はれを も Q でを？ る艰 f ホ 這」 姑い も 《でを る。 梦 n た 卡 して 

度に 化な の 巧 巧 4 巧ぶ T : 歌 かを され 过 つなみ 的には なぶを 狂た。 如 M むる n のでん くも 龙乂 ‘-ん、 


】 切の 想が を 紀す义 程の ソ惭を 巧の！ が 巧 はれ たかはを おに 梢が され 巧た をで あを 二 年 前 造 
は 一 装 巧に 過ぎな かつた 値に 化 0 巧では を や 六 巧ぶ 千 人 もの 巧が をを 化の ずる 夕お 巧巧エ 巧が 設 
瓜され たので ある •な 止进 りの 巧 ホの 前に エ おの 巧 巧 や ダ 》 ベー ゥ ー の 巧 所が S けられた。 おる 
ら 見る とを 化む 邸宅が、 K 側は 巧な 枯 まりない 巧閒の 巧の 巧と なつて わた •之と 併 巧して 跑 
进困 巧への 巧な の 巧 助が 閱始 された が 化れ は* 西な 本闽 からのみ なら 中、 この 鬼乂 な固夕 つぶ 如 
化 方 〇巧萊 からが 動した ものである •帥 西に ホぐ に师 曲を はてして、 法 ひに その » はち 師谢 とむ 
り、 巧 二十 とれり、 やが V- 白 脚 十、 百と 卜と なり、 巧に をれ を 短え るに ま 0 た • 

か、 る 化 的む るぶ 议の におは 巧時モ 《 トフの 化 間を ホめ た。 甜 おは 件の 化 林な 該の沾 掠 
おにつ いては 巧 かの 巧で ある。 それらの お 玻はブ がが 巧時涵 くも か 年が には、 がかでは 今 牢の巧 
には ザく も 進 巧に おる 化 おを 巧して わた 巧に ついて、 何 每の巧 ひを も 抱かせな かつた •モ n トフ 

は、 棋ぶ自 みが- — 1 なは 化の がを 帖 にす ひ 巧い が 平が 裡に彼 巧の 池 巧の 巧を 閒 かん 巧を 巧 求 

した。 

がし 乍ら かは 自らがん でり rj の诉巧 巧を ザめ る 或る 棵〇助 おの 度 化を ずる 巧の 人帖 ではない。 
そこでな はか 川 時 モロトフには ベルリンで 倘 巧に みつたを りで 化を K® させた •かや 巧は 巧 げられ 

こ セ 
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ちとい ふこと、 及ぴ 巧* にと つてち 巧なる 巧 巧 もが 巧 これ W 上兹挖 えてね る わけに 巧くまい とい 
ム ことが、 余の 目には 明ん とむ つた •この 巧は な 中 バルカンに がける ソ がの 巧拟 によつ て、 卽ち 
巧* が ドィツに わで も 十な にかり 巧た めの 地下 的 巧が 工作に よつ て 、 a 化ぶ てらた 斯 くして ぶ ひ 
にツ 蹄の 盤が 化を を 誌 致し 巧る 巧が 來 た。 がち 特に セルビアでは、 ソ 蹄の 規勘 によつ て 巧が のよ 
く かつて 居られる 例の 巧 加卽ち 英闲侧 のが 化 共に よつ て：：！： 論 まれた ボル シ 卫ヴィ ストの ホ ぉ 巧 
による 輯 姑が 巧 發 し、 それにす ぐ 則 a いて ソ 蹄の 巧 セルビア お 助 巧め が締輯 せられた •巧け スタ 
— リン 巧の が W せる ところは、 化の 方 おへの W 兵は 巧く も 巧々 を ホし く お 化せし める であらろ と 
いふ こと、 あぴ ホいで 問 もたく 化が 巧 巧 及び 寅 財を 用 ひずに 的， ろを のな しい 人的 巧が に 神た すは 
せて 巧® の莱 面に 乘り 出し 巧る 時が かる ガ らぅと レム C とで あつた •ダが 令 R 余は 初めて ホの こ 
とを す圳 する ことが 川が る •卽 ち、 我々 が これによ つて 巧ん ダ ことは 尙 ほそれな 上の がか かで を 
つたと いム こと、 そして それは 1 化 凹 〇 年中に 裕 かにが て お 面 下院の 巧 巧が. ミなる ものが®* 
巧 はれた とい ふこと である。 而 して これらの がが かにが て チヤ— チル 氏は をのぶ あや そのが ザ や 
果ては そのが なを 試つ たので をる が、 モれ はつ 4 ゥツ聯 が 今に 巧 BQ か ホに をつ て 並 巧 を 間 かす 
ると いんこと、 化が ク リツ ブス 氏から 巧た 巧資れ 巧® により、 ツ •がを* m 巧して ホる のは 巧* 


; 年 か ー ヶ年半 巧 Q 事で をる-^ ら 、巧； ち 年 か 一年 半 0 辛抱が 巧む ガと い"^ 巧で 至' ん 
また、 チて チル 氏の そのを 時 華 巧 解で あつた 巧 氣の喊 因 も 亦 ミを つち ミは 之に だ 
て 始え卡 知り 巧た の^ある •(巧を). をはな にがて さみの 巧 巧から 結 蘇を 弓 化"^ わ •その 巧-は 
かぶの^ 碑が を 併 化ず ると いふ 巧で あつち 余は 唯 かぅ いん ホが が 來ろ卽 ちが々 がを 日を 巧 
した ホを の 巧て について なる に 及んで、 ムツ ソリ ーュ にむ から ホが しれ けれ ぱれら ない とい J 巧 
であろ それは がが まだ 一丸の 華の 巧に 化の 巧 巧に 巧い かを 巧き 差して をいて くれた からでみ 
ろか 誦れ 安して 耿 々の 蓮と れつた 窺 i 《助力を 巧て、 この 醫 をた 寫に 解かしを 
つプレ I 夕 なのな 巧 及び をれ にょつ て ダ— ダネル ス诉 快が がに 巧を 差す 巧に 我々 はが 巧した ので 
わる •そこでみ は柬 方に がける お乂 かの 助を を 巧 巧に なおした •六 丹 中 巧になる ともの なおは 巧， 
ぶ 的な ものと なり。 同 巧 中 巧を なえる や讓 態の な 迫げ 渡は 正に 一巧を 爭ム 程で をる 巧は 巧を 巧ん 
お 地が なかつ た •そこで 余は 六 巧 二十 二日を なて 巧 ホから をち に 進撃に 巧る ベを ことを 命じた の 
である" 

ところでを巧の：$^<??はどぅであつたか？ 西巧ホ面はそれゼけとしてはぞをであつた。 ダがこ 
もに 關 しおは ホの 一巧 だけは なめを つてを をたい •卽 ち、 巧みの なの 牌を 巧には 巧 巧 天 ホ 的 化 ホ 

二れ 


穿なる# おがわて 化 等は 余が 柬 モに抽 みか、 る 巧氣を 巧た のは 西 ホ にがてな R を 受けれ いと 解つ 
たからで をる と 午と なつて 首つ てね る。 《盛んな 巧*】 これらの 天ネ速 中に のつ ては 余は た C 
かぅ すム ことか W 朱る • I; 巧が はなの 桥术： S を 化 巧つ て&る •と， をは 西 郁に めて、 かに 巧つ 
て 巧 巧で も 巧へ る だけの 川な をが してむ た。 がぶ でれ 〇 と、 巧图 のが 岸で わ 〇 と、 モれ とち か 曲 
でな 〇、 ■おな 巧で わ 〇 父は 饰關- 四で なりと、 巧 もの 巧 巧の 巧 おがめ 巧を とりたい とわ まみで をる 
なら ぱ 、なは た：- ホの かく 冒ん ことが 川來 るの みで ある 卽ち 何時でも 巫 巧して をいで たさい、 ガ 
が陆 おは 來 るが 巧い か 又もやな ち沮ひ 返されろ であらぅ、 i« (おれる かかを 峭 あ) 巧々 は 今 
日 これらの 岸 巧 地ぶ をつ い U 牛 お前の 化 想とは すつ かり 搜へ てし まつた。 巧 おでは 现 々の 巧 的が 
行 はれた ので わるが， 而も それは 闽其 おみ ホ 巧の siatt をはて がけされ たので ある • ， 
われ^はバルヵンをも栋递しつくしホ" 化巧にはわれ/、の典巧の巧力に化つて、 £れまた 
巧 巧な 巧 ホを 裔らす ことが W 來た •巧 化 及び 巧 巧 巧 も ホ われ'---- の 抑に 独 ザを じる ことを ななろ 
巧した •勃 ザ 利 ホ 同じ < を なをぶ おした •洪ず 利は 化の 傅义 なる た 的 時 一一の 巧來サ るを 巧 制しが 
化な 化を をな したので をと しても 六 さ 一十 二日に ちり 设 'むに 跑 へて 货 巧を 引を をけ 巧ぺ きを なじ 
—— 巧 か » 日 t モん 卡る夕 けでは あつたが —— 化のを なにぶ ち 向かつ たので あつた。 かが 巧を* 


目な 巧ょ！ 化の 巧 脚は を や i 上 巧 ホの ため 0 みなら 卞 、を « がの ための 巧 田、 巧 亡を 麻して 
の拽 巧と なつて しまつた •巧 巧は 化は が 曲の 巧 的な 小英巧 おおから 括 4 る 巧々 の 巧 巧 巧の 巧を な 
ホして わる 巧で わる •巧 助が は 化た もや 遺 おな くを の 巧 巧を 奋が したので ある •おし それの みか 
これ こ Kn ヴ アキ 7、 洪ず 利、 巧 巧 尼、 史 にを » 研の a 巧た るか 太 巧、 西巧才 、ク 》 7 チア、 か 
曲-了！^ 巧 巧、 W 曲 四， 白 其 巧 巧 巧 巧 i でも 加は つで わる。 なに 余は 巧す する ことが W 巧る • 
卽ち化 巧 にがては 巧ら く 巧 巧は ホ 初めて、 或な を 共に してを 巧 巴が® つて わるので ある •と、 そ 
れも かつて 0 なと 耽つ たやぅ に。 (なのれを が 手】 - 
本ホ贼 ホの 口 指した 目的は 
一、 な 巧 力、 卽 ちなみ 力の® なと 
二， な’ホ15^;5;巧化巧の占巧 
とい ふこと でを る。 

制巧获 のかを はが® に阴 する ほり 巧 巧と なり 巧ない ので ある •をし 人 あつて 「レ- ングラ ー ド 
財 巧では. ザ 巧 的では をい か？」 とな 閒卞 るなら をはが 化に これに 巧して 庞 へる でを らぅ。 「巧* 
は レ - y グブ —K 前面で 必 虫を 化 巧と して 巧 勢め で わつ たが これは レ- _ ングブ I ドを 包 曲す る 巧 


である •巧 ♦がが であるを こそ 巧は 巧 巧の 擧に 出づぺ きで あるが、 結局 おは $ がが 巧す る 
の 化む いで あら ゥ 。(拍手) なが おお 必耍 むき 眼り、 これは 上の 读巧 おを がせざる は 勿 蘇で み 
る •おし 人 あつて レ ーー ング ラ— ドの む闻 をが かんとす る おあら ばを は 命じて 同 巧に 巧 巧を なみ 必 
ず や これを めが しまる であらう •何 化なら、 巧 プロィセンの 图 巧より レ ユング ラー ドが 巧 十が の 
巧 助を 说巧 しぶつた 絮が 何でな 巧の 十 巧を レ II ング ラ— ド ホ 中を 巧ん 折 ホない 酱 がを り 巧よう 
か •がし さう したおは おが 必邀 ではない の だ •かや 同 ホは をく 巧 ホの ため 包 苗され、 そのが 化は 
不可能と され、 巧 ホの 乎 中に W する ばかりに なつて わるの だ。 

若し 人 あつで 「巧 0 焦 丈に 逊 ダね 問 ホを か？」 と反閒 ずるなら をは これに おしてぶ へる であら 
う。 巧*はレ ニ ングラードなる術みに執ををがじるものに非ずレ ニ ングラ|ドのエ？^、む地帶の 
ホが にこ そ 脚、 むを 寄せぶ ものである •と。 おし ソ 蹄 にして 同 巧が 破を ホむなら。 戟* としては 若 
モ のが 別を な 約か來 ようとい ム ものである。 加 巧 かの かを 余は がへ て 巧び わく 曾ん —— 巧 巧 
に视 する おり 何等 閒进 たり 巧ない •若し 人 あつて 「逝 タサ ざる 现山か 何？」 と 反問す るなら ばを 
はこれ に 巧して 日す がが、 がち 期に して 乃至は 巧 泣の 修巧 巧らざる がせに と 度へ るで あらう •巧 
も 盤が の迹 化を 化を すももの はおが 速 おを 化 巧せ るかの K 哎 すべを 美 俩时術 おに 非卡 して、* に 



巧り巧*のみなのである， 巧二には»巧^*£31#拾おの巧巧であるが、 此の媒なも巧*はぉ*か 
S 的に 巧 も巧ぷ であらぅ。 がに ホの かく 巧へ るで あらぅ •みお 工場の が 能を 巧 ホさせる 巧に 巧* 

1 H 堪の巧 巧を なて 足れり とずる 堪なも ある わけで ある •なに 余は は 下 お 來の码 巧に がいて おを 
的に 述べて みる 巧に する が、 柿 戊 かに 至つ ては 今や 巧に 一二 百 六十 巧に 巧して わるが、 これは 一产一、 

六 0 〇、 000 人 0 捕 度と いふ お 味で ある。 

巧 も 巧に が 巧 柳の 思 巧巧來 つて 右は 未 巧 誌の 巧. 半を りと いん おあれ ぱ みとして はこれ が 回を は 
巧 巧を 蒙りが い。 巧进 巧が の 計 巧に して 誤 巧の かきことの 巧り 巧る をがない ので ある。 紀 つて お 
のあ字は巧 々 が併を捕がかの發おにを〇 て^5^とを 一 巧をせるかく、 sf でお巧なお字れの でホ 
る 0 

をに おしみに しで、 ブ がが 巧 因に がける と 巧 じく、】® 巧を にご】 力ま 四を の 我 傷 著を かへ るな 
ら、 を晚巧巧の巧、 巧おお巧し巧る©^?おを除いても少くとも八百萬乃至一千巧のかを的化おを 
もな 味す るな 宇が を じて 巧る 巧で をる • 强 巧、 かくでは 世 巧の か 何れる 巧な とが も 立 がる 
巧は 出來 ないで はない か •ッ研 とても 此の 例に 巧れ る ものでは ない の ダ。 • 

化の 閒巧 ホの A 巧せ る 巧が に まつて はがり かれざる ものが わろ 目下が 明せ ると ころ だけで 

33 


ゴ ー田 

も、 巧む 巧 一巧ぶ 千， 巧 巧 二 巧 二 千な 上、 抱 三ち セ 千を 巧して ゐる •これは 巧に 巧大 がで た 
< て 何で あらう •东化 巧の エ莱 をが てしても 、勿論 典を エ萊を もを めて、 到底 か、 る 束が を、 悅 
すに 時： n を W てしても、 怖充 する ことは かがない •ホく ともからの 民 ま ホ お 困の エホを がて して 
は、 ななが 閒 にが 先す る ことは 巧路出 ホたい ところで ある。 - 
ホに が 丈 的の 刚 姐に 巧いて 述べて みる こと、 する •巧々 は 今 挺に】 ち 六十 セな や ホ 巧を 巧 
巧して わる。 をれ は 併が 巧の 一二 巧から 阳 巧、 巧 本 出の わ おがを 占わて わるな ± で をる •化の 地な 
中には ッ聯の 巧す るを エ萊 、を® 巧の 六 巧 乃ち たが おみが 現が ムて わる •余は 近き 巧が にがてが 
夕の^^^を巧じてこれらに巧々 にではあるが巧巧に擅巧を加へ るにおるぺ をことをホムものであ 
る 0 

が もが 步 兵が 巧 巧 九 にがては しを げた ものは お 上 ホせ おの ことに 巧す る •ダンケルクより ホス 
チン ドに 巧 盤し、 ホス テン ドより ダンケルクへ 則 近す ぐらね のまれら それ もを たを 易で、 おもが 
へて 巧 おすろ ものでは なわ •がし、 所 も あらう に 巧进田 巧から ロストフ 叉は クル ミヤ 叉は レ 》 ン 
グラードに巧遮卞るとなると、 じれはを方もない拓巧といムもので、 いはゆる「5^ f ^^ ll ^の樂闻」 の 
巧 化を お 化すろ 時な* をのぶ を 深う 甘ざる をがない。 をは'^ にが 擊 巧なる 巧 葉た 巧 用した こと 


は】 おもを 5 •それは 化のを 冀が 巧なる 音に 過 ダない からでを る。 巧し 巧へ て 化の を 巧る 巧 
巧に が 州 せんとす るれ らば、 巧くな ホ魄 巧に こを 化の す 裳を 冠す ぺ きものと する •本邮 巧に がけ 
るッ惭 のかく、 短视 H に 衍巧巧 被を 巧つ た巧乂 巧は を 上】 巧と してれ かつた， 

この 巧 利は た •、扣 进单の ホけ 巧の 進擊 とが 牲烤种 をが て 曾 髓に紀 する 逊巧 をを 版した ことによ 
0 ての み 巧 現し、 速成し 树た ところの もので わる。 而も^^ 巧 巧の この^^ のが 巧に お 二の^^ 
卽 ちが 閣が あるので わる， 

巧を 兵 丈は 占 巧が 巧の 住民に 巧して はおめ て 巧げ 根が として 規化 おし <巧 かして わる • 

をた 巧 巧が は 化 W に 巧し 巧ら の お 巧 をれ さない し、 また 巧を おによ る强 巧む 爲は 巧は れ卡 また 
掠が に W 巧け る こと も粧 おにないの である。 おしむ りに か、 る 巧 巧が あると したならば 本 尚に が 
ける と 巧 巧に 设 巧に 巧せられ る ことにむ つてね る。 巧々 は卜 U 巧が 巧の 住 巧を 巧 謹して わるの だ。 
がし おし 巧 逸が のぶが に 巧し 巧 ひは、 咕 巧 巧 巧に よつ て ぉ 巧 巧 巧 倉が し 巧る となず る ザが あるな 
らぱ 、がらに 巧して はかつ て 巧进岡 巧に がける 巧々 のれが 巧々 をぶ 曲し 巧る とおへ てむ た时 にこ 
れを^|^^的に打巧したかくに#がずるであらぅ。 而も結巧巧々は巧のチ ロを巧をにかづけて化巧 
つたので ある •かム るに】 なには 困 巧に* やすながを るで をら ぅとを ム巧 わて 近 巧 化 的な ホ莲 
\ M1K 
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を 抱く ものが ある •革命を 巧し 巧 るみ子は を ザ や 巧 巧 巧 巧に 居ない •化ら はよ ほどな 和に 巧 巧に 
ホ 田に また 加奈陀に 居る ので あつて 巧々 の閒 にはわない ので ある •をは 巧々 余の 生涯 にがてな 巧 
を 巧した •ある y は 余に 0 いて 谓笑 ずるが 併し 余は 巧び* す# でありたい ことを^ にぶず るの 
で ホる。 

巧 巧は 一丸 1 八 年 十一月を 化して 巧び 組 返さない であらう •常時 巧 巧が が 服した とまん た r 】 
つの こと だけは み 回 あり 巧ない ことを 巧 育し 巧る。 おし 巧々 の 巧が r がり、 故に 魄爭 を】 化 お 二 
年 4 で链货 させる の だ」 とを ふなら ぱ 彼らは がらの 巧き を だけ 沿议 すれば よいの だ •何故なら そ 
Q® 巧に がける むな のな おは 巧を 巧で をら うからで ある。 

斑 おのかる か < をは必 々一つの ホに ついて 巧 日 も、 巧 H も 巧に 巧 年 閒も巧 K して わる ことがあ 
るが この 時に なをを る 4^ によつ て 巧 おしようと 化する ことは 4 たを く おを な ことで ある •これ 
はを は それを® ぶしないで また それを 斑め ない とを ム のでは をい •今日 特に ホ 巧から、 常に 獨逸 
に 巧して 新しい 留が發 がされて ゐ るが 余は これを 迦 時に なをし、 すでに 一年が にす 巧して わ 
る •卽ち 巧が、 また 人閒を 巧す ために 化が される わ 巧を « む 脱は 如何なる 船た と » も 魚 巧を 巧け 
るで あらろ とち ふこと である • 《な 巧な 拍 ホ】 若し 乂 ルー ズ .ヴ H み卜が 曾て 汉« の 巧 ホ# 


加に むし 巧 任を なし 廚 また 琴 化* が 彼に その f だ s 望、 透闻 を々 ホ 拙ずに 引 そた 
まく i し セル-多； 卜が おし 巧 砲な々 によつ 5 * I 々が 化さ S ると だ じて 石る と 
するならば、 をはた r 1 のをを ル— ズ ヴェル ト巧 にを ずる ことが M ホる。 

卽ち ル— ズ ヴェル ト乂！ は巧航 おを 远化 したを らば 逗柏サ よと 彼の 船が にかし 巧 化しないで 
巧 巧ポめ おする や 巧 や 巧 巧せ よと かを しち 防 巧し ない 扣进臺 に 巧して は'^ はポ をみ 巧に をる 
であらぅ。 ちし ホ 巧の 船舶が ルー ズ ヴェル ト义 巧が のみ々 に 度いて あ 柏す るなら ぱ それは り 己の 
危 おにめ て？ ことになる のち 卽ち 巧边の S は 化 巧す る 巧に 餐 をみ 中 ホし める でもら ミ 

香 また 抽意巧 門荣に 至て S S 地囚を 姿」 たと 云ム か" る 5 ぺ畜 なと 閒〇 なんこ. 
とに 何らの 累を 巧して ねない 田ち をた •、一巧 ル I さ； 卜 巧に 巧し 音 ふこち 裝ろ 
如ち をはを る 巧を の 地域に 巧し 何らの 巧ぶ を 巧して ねない ことち みに とつて は 《の 巧路 のみ 
で ホき わろ 余を な 助す るた 《の 何ら 〇ブ 。—ン トラストを 必巧 走し ない •またな は 世器囚 
せお 络に惠 きを だり 卞る 中巧蹇 蓋 化では ない • f とつて がを 円 0 化 方に が 牵ろこ 
れ C そせ も 化かた お 巧 だ。 

巧* はまた 拍累サ S な 芝 8」 よ 5 い 」 T 5 と卞桑 二 S 括 S を 取 主げ るで ホら 

一ニ セ 


HA 

う •余は 現を ぶ 十 ニグで あつて みとして はモ烘 らしい 巧な げた ことよりも 化の ことを 巧ず で をら 
ゥ • S 没 にがては またが々 巧进 人の 巧 角に よれ ぱを自 は その 作法に おつて 規 招され、 を 巧され る 
ぺ をで ある。 

余は 米 巧 にがてが おが 网 に 反 おして 巧 班し 而も か、 る說 がを 脚く ことを 兵 丈に 巧 ル じて ねる こ 
とを ぶんだ が、 これは が々 にと つて どうで もよ わと してた で】 つの 巧が が刖 される。 卽ち栖 巧に 
がて は宗お 組® がな 年の 化植 マルク 巧みより 巧け て わるが 米® にがては 一义も W てわない といん 
こと だ •また 巧进 にがては おおに してを のな 巧を なて W おの 巧 本®^ にモ 嫂し ない 巧り をの 倍 巧 
は 化して 形 道され てわない 〇ガ。 一〇 のことは がし 巧め て少 巧に 义ぽ したじと が ある。 併しを かの 
巧 乎に め 一、 巧 进闻东 のせ 巧には、 若しみ ホの 喊ホ によつ て® ぶが 化 化する をら ぱ スタ* リンの 巧 
巧闲 とれり をが は® 沒闽 みの 下にが ける より A 巧に 恶 しく お 役 はれる でを らう ことを 正 巧に かつ 
で &る乂 み 致の 倚 巧が わるので ある。 

巧 逸の か 巧よりも 巧进 36 民に おし 卞ホ しようと する 凡ての か 田は 巧 巧に 巧し また 巧 ムぺネ もの 
でを 义。 

呑* の 巧 動の 結 巧を 巧ず 最义の 泣 人は、 から W つて 巧て、 二十 S 年閒に 互る 共 巧 ホ 巧の < 


が臺； それと を化較 する ミ 〇裝る 人* で & らぇ攀 は 田 寡襄ホ 巧が 巧を 島 おつた 
わ、 又 巧が 3 — »ッ パが 保* たる 腺 巧を 巧る 時、 斗の 前を にある ものは 何でを るかの 利 » を すず 
ことを 巧る であらぅ •がらは 巧* の 大口 的を 巧 M する ことが W 來 る。 卽ち 吾* がを や この 碑 岡に 

がて ョ I 。 ッパ S 葉ち がる— を かを SS 拭し、 を 至 ミ 測 品る. へからざる 篡巧 
にして、 义測 。かるべからざる 程 田な わが ホ かを 産ず をが ョ i ッバを してな 3 - 。 ' ソパ邱 巧 
に 動けせ し ミこと 夕 、がに 3 1。 ッ パに 董サし ミの ガ ミム ことを 巧？ る 〇であ ろ 
をは これら 巧べ ての 巧 巧を， をは r 1 巧と 巧 所に 立つ てこれ を 化て わる。 余は フランス 人と 化の 
因の ユダヤ人、 ペル ギ— 人と をの ユダヤ人 、オランダ 人と をの ユダヤ人 •を-化 圳 する •なは この W 
£ ひじみ た a 1 〇 ッパ 巧惦、 卽ち 3 I a ッパ のね も 巧 わる 巧 かがが S 七 掠ぇ 卡反ョ ー n ッ パけ 巧 
に W 目され、 而も 自巧 民に な もは ホ 的な ま 巧 水 ホを 巧た しめる こと さへ 化へ てし よぅとし ない C 
のな だ じみた 巧 供の 巧 巧と して、 姑 かの 人間が そこにを 巧して むる ことを なつて ねる •これは 巧 
か時巧たちの巧し<扫>サると己ろである。 民惊が巧の^^^"-に化まれた因 化因に比へて巾みの 
一 か G! 巧 かを すれば 柯巧 かの 化拽 をのる こ-^ のが ま闽 、而も モ〇人 W は 円 己の 所な 巧と 稱卞る 
に 狂る も Q は 指ん ど 供を 一 0》忆 なく、 お 《なる 芽舍 《中 K 巧 息」、 音が K 巧- 卞る生 巧に を ひや 

• ha 


， 四 o 

られで わるので ある •を もし この 方面ょり 々かすを 險が拂 拭され るの みならず、 この 巧膽 なる よ 
巧が ョ ー ロッ パの 巧 W すると ころと なるなら ぱ 、され こそ 巧が ョ* a ッパ にと つては なのが 化と 
なる であらぅ •若し それせ 巧すべき 紳±ゥ キル キィ 巧が、 ベルリン かワ シン. •••わ 何れ か 一つが 
巧 巧の け 孤た るべ を 可能な あるの みと 哥 はる〜 たら ぱ 、みはた だ。 

ペル リンは 化 巧の 巧が たる ことを 化する ものに 非ず、 又 ワシントン も 化して か-ホの 巧が とはを 
らたいで あらぅ と 巧 ふるのみ である。 

が 部に がける 吾々 のゆ乂 をる 目 技は、 單巧 ずると ころ 巧が なと して 化す ぺ から 卡供 巧の お 巧の 
度 祝に ホ をらぬ。 この 稱巧 こそ 人 閒の巧 巧、 而 して 义人閒 〇 みを、 巧 tr おみ ホに 目的 巧 巧の 中 
、むな とせる ものである ゎ吾 ♦はな 巧、 巧を と 巧 本の 巧を に 化 ふるに、 人閒 、同 巧が、 及び 巧 粉の 
巧を をな てしたが、 を 日 巧び、 これらの 沿を にけ ふるに 人 叫 及びを の巧惭 をはて する •巧 入は こ 
れ にょつ て、 を 吾人と 姑 巧し 0、 ある 巧ての 肉々、 巧に 巧ら と 等しを 巧な、 巧、 巧进 向み ょりも 
巧ろ ホ 如に 巧し いを 巧を あびつ t わる 圓 、卽 ちかぶ 利を f せんとす る ものである。 (乂峭 巧】 
をは ムッソ リ — n せがが、 この 脚 巧を 巧々 と： I 巧」 が 巧し， てね る ことを かつてむ る •その 巧 巧し 
く、 人民 巧夕 にして# に W 巧を 巧け、 日* の 巧を 何 梅ょ b 巧ぺを やをから ない 化 班 だからで ホ 


る •ムツ ミ-，! 葛ち ミ 同盟 こそは サホ〇 我れ— たによ-つても がらる、 ものでは をい 
ことを ぉに 巧す された のでを ろ S び 化の かき 巧 巧) 

二つの 革命が 時を 巧に し， お 鹿を 巧た つ" も、 等し ネ日 めを でを ホを ち この 二つの 
革命は、 巧捉 .'てこの 目的を 违 はする でぁら*^ •を や 更にみ おのな 採巴留 ♦ち 巧* の 侧に檐 力 
しつ、 をろ 卽ち 巧ん どを 郁の 東 度 班 じが か* の ㈱ 巧を ち 又 他の 巧 案るな 巧む 地域 も 
曲夕 的を なくと も、 ホく とも 巧 神の 渡が にがて 化； 现 がに 化して ねろ 巧つ て 巧 去— 義 
巧と して 巧々 は、 を ミは や祀 なして ねる のでは なく、 强 力なるな 奮 嵩霉の 中に ぁる 而 
して 巧々 は、 本年 ホには 

このな 愛 によつ て あ 火のを 格は 旣に 化を がつ たと が 音ず る ことる もる やうに をる でぁ 

らう •言 es に？、 を 巧 一千 語 K も 及 送 奮 S 浑莫 塞を るで & らうと： こと 

は、 何ら 巧 問の な 地がない。 巧* はち こ 0 時代を 閒 化した ことを 養と し、 古くより 巧 f 巧 
こて ホた 巧 友で をるな 巧は、 これを 巧り とする ことが W 來 るので をろ 巧* は 巧に 今ず 中に 
巧に 乂 なる 誇りを て、 f 風 友たち の お前に なく こと、 をる で をら ミ 蓮 か* は、 巧は 化ら 
の 巧に をいて 巧 一 か 巧が たらざる ものが わつ たか も かれない • / 


巧* は ホを i と 田 ホし なかつ た •運命に おな なくされて、 彼らと 拽面 化： M をめ を おん ダ 0 

ザ • 

余は このが 巧を 技巧に 巧つ た •しかし 他方に めて はこの 巧 巧からの 解 化が* ホされ るに まつ 
た •一 化 一八 年には 巧* は 化 化に i みれ た •巧 時化 田は 二ち 巧の 我 巧 巧を！ e 巧と しお 百ぶ 十が 心 
負な を t 出した にも 拘ら 十、 巧 巧に 巧技した ホな のな な沙 ホに ょり 巧 利を 巧 はれた のでを る。 し 
かし それは C のが 〇巧墙 でを りぶ 一巧に 過 ダな かつた •巧 一! 巧と お 巧とは、 を 巧 かれて 占る を 中 
であつ て 巧々 はを あ C を 前にを はれた 巧 利を 取 あすで もらう。 そして 今 1 扣一 お、 一巧 目を 斤 か 
にが » しこれを 化が する であらう。 •(巧き なつかを 巧手) 

そして 乂 巧の 巧 巧 巧を 巧るな 前に 詢 で、 「拽 ぶな お、 なおの 巧は 巧 巧では なかつ を •」 とな ぺ 
巧ろ 巧が ホる であらう •かつて « 巧な 円 化を 巧の 前にを すした 杀を 巧* はを 千な もの «巧 たなて 
せ 巧乂拽 にがけ る 巧 巧 おのを がに 吿げる 辜が 出 ホる でを らう •卽 ち、 

「巧 友な 巧、 巧 巧は やり 巧つ たの ダー」 . 


フ オン •リツ ペン トロ ー プ 外務大臣の 聲明 

一九 四 一 革 一を 育 伯林* ブ少 • *ィ* こ- 7 S 席上 


狙 ド， な 巧、 巧 目 巧 お一 - , こ > ぉ 

I 為 一 i し 本 i 」 if れ たこ It 话 f もを;:^!^! 
しこ ミ 曲 巧 謗、 を 巧 雲 人、 琴 装、 重代ち 稱賓 問が:^ く 

をず る紀 好の 齿 f 奮ら す も 0 であろ かは をた 化の がりに が W 广^ 、火^' 班 eK 网の 

養に' む を&||受ミ0| •勇、 わた f n ^、 ホ 

ホ巧畜 、糞 友 かな 巧の 塞ろ 卽ち奠 巧、 大口ち？ ホ 巧讯^ 卞 
才巧ク 。 7 ミな 助 及び T 8 代を 巧を 巧 SW にが 接-^ けた ことを？ 〇襄丰 
ろで を ミ 共 のを 中 幸 找结を 加へ るに 至つ た これら 巧 害 奪す る巧 田の 代 おお と亿 

巧- ユ 


、 内 巧 

は 巧日试 共を 口 巧す 璧な化 巧を 炼ぷ しち 本が 約 こそは わたれ 諸 巧を 葉 ホ 巧を を 巧く 
おな みし、 が も 化の 人が にと り 怖る ぺを巧 神的将 度の 巧粧 する i では 巧まず とする がら 卽 W 族の 
をを をを 明す る ものに 地なら ない •新しを 巧 洲の闽 結と お 巧への 进 括に 巧し】 の お 巧を】 ボ しまた 
その他の お 巧に がける •化し さ 巧 ザの 巧 致を 示す ことが ここに 明示され た、 このむ 則なる 巧 おに お 
し 巧 逸 化 巧は 巧に 巧び とが おとを ぶず る ホ 巧で ある •閒 す、 をは この 沒 なにが 巧 巧の 閒 下に 巧し 
今次 碑 ホの 封 巧と その 巧の お进 について まを 现 すの ホを 問 魅に おする 巧 巧 化 麻の 化 ザに ついて】 
香 巧べ たいと 思ム 。巧 逸が、 か乂 利、 巧が 也、 巧 ザ 巧 巧び ス "ヴア キアの 间盟巧 及び 化 巧の 巧 化 

なる 揖 ホた 西 巧す 搜 巧、^; チア、 下ち 透、 か 助 さむ 塞の 囊 墨の 英推 のり 

巧に ょつ て お產ホ 巧と ポルシェ ヴ ィズムの 两家的 巧 如は 崩-巧に 巧し ヒ トラー 巧が のな おを なりる 
ならば お 早 化して 超ち 上らし めない までに 巧した ので ある。 

二人の 巧乂 なる 人构 、卽ち ドィツの ヒ トラー 巧 おとがぶ 巧の ムツ プリ— ュせ 巧は がに 二十 年な 
上がに この 化 おを 哉 泣し 巧來进 主の 時け の 巧 念と 逆 巧の このな 巧の 巧 ほに 對し 拽ひ而 して 嫂ら の 
苗な なる 巧 おを をの 巧るべき 巧 猫から おひつつ あるので ある。 この 巧乂 なる 巧 诗は今 口 すでにが 
をに 化錄 されて むる ので ある •この 二人の 巧 火なる 巧 巧を が 苗 民せ を 丰 巧と ファシズムの 巧ち と 


かなと によ ミみ 向異 のが ホの た 含の 的な 前 f 選した 巧に がら 凄 二のを 授ち つたの 

であろ 卽ち をを S 棠某 萬を— じ S よ 浸れを S 氏の が 

ホを 化 班す る ことで ミち 自 舅の 比 校 的み 數—の 赛巧程 巧 巧され お 巧的投 のが 己 ホ 巧 
的た おへ ホに よつ てま 配され てね る 巧な の 民 ホな 困は ななの ホ 化で わる ヴェルサィユが のの 巧 化 

巧 巧に 聊らを HS 」 た 葵を ち 至 ミ 至 接 E をを を 0 ホ？ をろ 窒が 巧は 巧 
去に めて 装易慧 分 程た 少 &© 分 置」 か 6 づ からを ミ 援吊赁 星 愛 巧 f 
を も 卽ち省 Q ごを 保菌 せんと」 た； Tg ? び； く i 寫基 袋た を 因に 巧 

して さへ 替 より 反 巧した ので—。 '脚下 1 英 因が 巧を にが」 す ひ 巧り を'^ けて 今 ホ 田霉を 

をし を 云 ム C と 痊んど 想 橡 さた i ほどで わると 云を は’ 透は 巧蠢愛 至 了が をの、 
报 かで t ダ； t ポを靈 KB 受」 《美 ダ； ヒ駕 |逊」 了岛 W 逝？ 謹し よぅ 
と 狭した からでを ろ劝論 一を 一 一九 完月 一言〇 畜 0 碧嘉忆 巧して をは 架 曲 為 a でを 

つたので ある。 

g 陪 にはな 巧向サ f 制 巧して ねた 关图の ホた 者たち ろ 3 - a ッ. ハの サ巧 人の-® くな がして 
ねたので あるち 化ら は ドろ に ミて、 3-: ソ .ハの 大巧が たるに 逆は しい、 巧は みか 葉击 

巧 置 


巧 ホ • 

のない 生活を 化® する 巧 所を おへな かつた •牌 削す、 何れで あるか？ 回を はた ダ ホの 數 昔に* 
をる •卽ち 巧 か w 千お芭 巧の 巧 固 人に を 化 巧の S 分の】 をぶ 配せ しわ 八モ 巧に 亟ん とする 人口の 
K イツ 入には 必お 化く ぺ からざる を 巧 聞を すら 巧へ をいで を かぅ とする がが たる 英 巧の 巧站 巧な 
からで あ 〇 ドイツ人の 如 あとが 姐、 ドイツの がみ 的 巧 例に がする 巧 図な 政 邦が の不 をからで あつ 

ち . 

ドイツの ず 等が を泌 め、 かぅ した W 聞 K の M 报を 化が として 巧 五の 閒 、む 带の もがを 圓り 、巧い 
ては 助な の 化 巧に がず る自 が-! 的を 利 なぞ 巧跑问 おを 卸設 する 代りに、 巧 時の 英 巧の 爲政 おおは、 
又も ドイツを が 迫す る ことによ つて、 同 田の す 巧なる ま配饭 をが がし 巧る ものの かくな じたの ダ 
こ 八に 反して ヒ トラー がが はが 巧に 巧す るに、 班に 冗 おを の ものの かき 蟹を なて した •この 
む 浓は进 去に がて 巧图が 巧进曲 おに 加へ た不當 をる 化 打に 比較 卞れぱ 巧に， が妍 をを ざる ものと い 
ムぺ く、 艾 、ヒが 巧が 巧 時の 化な を斯 巧ナる 巧に よりお 阐の 利を を 图るぺ を 巧 巧 お Igt が 巧す る 
毎に 化 ゆる 手段を 巧さん と 强んで わた 巧 を 巧拓る もので あつた。 

ヒ 巧が のこの なぶは 巧に 巧 巧 a の お 陸！ E ホ おより 卞る完 をむ 巧 巧と いふ おにを いての みなら 
卡 、巧に ち 巧 固のを 巧 上を が 持せ しめる S に 巧 逸の 兵力を 用 ふる 巧 もれへ てがず る ものに ホず と 


十る もの tl - あつたが、 今 もし このな 巧が 英 困に 巧して か 何なる 利を を* し 巧た で わらろ むを おへ 

てみ るたら ち 奮 霞 お 连〇胃 さ 法は 程を 草る ゆる 人間 K と ミ 明 >白> たるえ 

がわら ぅ。 

英 田の 巧を めなみ 力、 巧 中 ユダヤ » 力のを 見と しては 巧 没は 巧 因に ょつ て 巧 へられた か 巧 だに 
がける 巧 割、 がち あ 巧 巧 ほと しての 巧 制に 班 足し， 芙巧 脚が 巧 巧 田 民に 巧 巧して わると ザへ たを 
巧水审 を、 それが 面え 巧る-; s > ので あるかを かを 巧は ずして ホ哉卞 るか、 巧は 巧爭 になる か 二 お 
がの 一 化り として わた 要 K は 勿 萬 交 ホ 中の 巧 巧に あつても »迅 側の 充分 知悉す ると ころで わつ 

た • 

養の 凡 ゆ 4 交替た wa を 接 ず 寡 量を； 窒基霎 累宮用 ひた 奥の 

毛 わつ ちを は 化の B に閒 して 白な をはて 盈 入たり 巧る ので あろな の 却-ホは 余は ナチ ス巧化 
ツ巧數ザ問に村時も ヒ トラ ー巧がの巧おを巧 へ て巧团に巧いたゲす巧人は西ホに て常^^么 
を 拒を したので あつて^ にかつ てな も 巧 巧で わると 見 ゆろ 巧 A に 直は する であらぅ とみは 何時 
もヒ トラ— 巧 巧に か吿 しれけ れぱ ならな かつた ホ 巧で ある •其の 巧 法 性は 反つ て英 困良玫 ホの 巧 
巧. ISCM ずるな々 のが 斯を 巧め た •か t る 巧 一の ホ 巧な 巧 案た 巧を する ものは 風爭 をみ fi して 

巧 セ 


因 八 

わるもの であると いんのが 巧* のな なする 巧で あつた •余が ち 田 春 巧に 货 通せず、 义英巧 人の 性 
Hfc か ホ せざる 爲英閣 は 化して 戰 ホし ないだら うと ヒ トラ— ななに 巧 巧した とち ひ 一一した 巧 明な 
. る 巧 巧 立 傅 貝が 巧して 正しい かどう かにな ては々 が 苗んで 之を 巧 ホの 判 脂に ホす ものである • 

巧し 巧が にがては 之れ はかの 他の 巧、 もつ と® 巧を 巧が 巧を をを るに 兒る であらう •がろ 巧 四 
化 ホ 去が 巧して 巧 明なる なぶを みつたか あかに 巧ての 剌 みが 下される であらう •余が 円から な 中 
る 度に 巧れば これにな ては 旣に 化を を 見て わるので ある •巧 時と 今日と にがて 助に 巧悄が 巧つ て 
わる 巧は 枯 めて 一が のち H 人 だと つても 巧 白と なつて わるから である •卽 ちを 時 にがては ヴェル 
サイ ユが 約のを 訂 A 巧逸拖 W 地な a を 誌め る 代 巧と して 巧 本® 及びを の 世が 巧 田 巧を のをめ 巧进 
と 问盟を おぶ とちん ので あク た。 ところがを 日に めて は 巧 囲は 化 巧せ 义の 巧みな 向 ほに がし 紀望 
めに 巧は なければ ならない ので ある • 

拽 审の轴 巧と 共に イギリスは、 前記の 我# を 遂行し、 a 1" ッ パな 巧 t して 一 困 一ロ イギリス 
のために 岡は せる ホ かを とる に 至つ た •そして その ホ 巧を ホつ たのが ポ I ラン •卜 である •もし イ 
ザ リ ス が巧ボ ーラ ン ド巧巧をしなか つたと巧せ卞れば、 勿な C の田は獨巧とや和的巧巧のぶを8 
んダ にさ ひない •しかし イギリス、 巧し < IM へば ナヤー ナル 巧は ポー ラン 化して » 巧巧爭 


のきつ かけを つくる にボ つたの— ろた われの 巧刚 故し セと ころち ると ナ T ナル 氏は 

を 時す isi ; ご ミ宗 —i IX ヴ：卜 & 志— 馨し执 市に 

S り 幸た の だ。 M 時の 8 巧は、 やち 巧 逸と ながの 沮を迎 つて 來 たので わつ たが、 この 拐 も 
ィギリス のか 令で 封く ことにな つちが 塞がの 靈委 々まなが お 巧に 薄 西を 巧つ ミ 

に!!^1^^^^!^化でぁり、 これに巧くミは巧朗及び賣—ぁつた。 しかし巧进困化が 
1 巧 か 11 巧 品に をら を益卞 t 客は 功」、 ィギ 至は i をる」 ダン \ ル 
^蠻 を控拉 したので ぁる。 しかしながらげ 太 巧ろ 蒙ざる 图 にか 卞る 持てる 困の 
て、 巧 逸 側に 立つ ことにな つた。 

巧し モれ でも 浸 畜密く C とを？ をつ ち卽ち ホ》 3 - " ッパ K 摄し稱 をる もの 
と ミて 畜は バルヵンに 巧を 向けた 0 で t •苗 扣阐侧 藍の 時 バルヵンを かか 持の たを 
ゆる ホを 冀ぶ と努 を璧 ミた。 で— •でち 田は ダ； ミ。— をた 望い^ 

も ギリ； 及 T ゴ- 5 ヴィ 7 とそ S 薑〇 巧— 管裹 、ミサん とを てた のて わ 
ブッリ i 葛は 管 笔想 巧*^ び KISAS ゥ S から 强 化を 了 6 た S 巧に ホ 

巧 ホ 


so- 

中立 的 巧な 及ぴ おが « 辜な 巧、 巧 a の 巧 中 おにが ける 现带お 巧 等を 正しく 班な して 巧 苗の 巧 致に 
おく 巧爭 をホづ ギリシャに 巧し 敢行し C 巧 巧 巧 動を 閒始 したので ある。 

ホいで H I ゴス ヴヴィ アが完 をに 巧 用が に 立ち 县 つを 田が をのな 曲 的 巧 庚を ♦ — K トラ リア 巧 
びニユ ー ジラン ドから 公な と 出かせし むる や 巧が 巧は なげな を 泣の 到が を俟 つて お迎閒 にして 3 
1 日 ツバの この 部分を】 取に 英巧 人の キ から 巧 巧した ので ある。 斯 くして 七 ル ヴィア も ギリ シ卞 
も 亦 クレタ な もこの お く 可を 巧阁作 牌の 读 巧に なつた のでを る。 アメリヵな ホ® 大^ 55 が この 巧 
巧を ち 困の：：： おを 辑び巧 巧した ことは がに 述べる としょぅ。 

巧し 乍ら 巧に 圳 挟すべき 巧は 巧 B か 凡ゆるな お むの 闽を巧 巧す るか 巧は 自己の ため 巧 爭に巧 さ 
込 をん とかて た聲 である •にも拘らず 巧 巧を 円 巧サる 3 ッ パの 政治家は 巧 勢を 速 巧し 正しく 
巧^てぶななぶを逛び巧くのかきお巧の化迸提おや化の巧拟をおじたのである。 

ところが巧曲がョ—》ッパの北巧、 西郁、 巧なみび^£^5^部になみた巧をの巧巧め^はこれ义 
何ら これを 中^せ しむ ものとは ならな かつた ので レき ほひ チヤー ナル 巧ぶ び ル— ズ ヴェル ト巧を 
お巧と卞るな衆巧の巧巧の共化ザは萊部にホ望を巧がざるを巧なくなつた。 巧巧！ 余は茲で共 
问 の 自由 巧 巧 巧の かの 段 巧に 巧き 巧ぺる ことと する。® ち 余の 巧な では、 化の 巧 9 こを は 化 日、 


等— こと つても"-。 ッ. ハ |卽ち、 ひいても 裳す •へて iif つで も 

と i 

L ；： い ri 。 賣 dy r — 
言 閒吿巧 養 s をと」 ては こ ess — て i みの 巧 

JipyyHyp るで 
し 0 ホ PMUfIr る iii — ミミ i た 
ん PI — し ミー—^ で ^ y : 

龍 y y 9 py - riu . 

ら ゅるな 雲 iHGi 掌 $ 管 をす 養を & 呈、 gKK 揉 w &-^2 a 系 巧 

お！ 


へ： 8 ほせし むる までの 巧 巧を 巧る に まつた • - 
巧进 巧は おはこれ により ブ 怖の 巧を、 巧 巧 巧 田に 巧す る®^ に 巧を を 修正が 化 へらる イなも 
と 信じて わたに 巧らず f は 甚だし < 々萬を がした ホは 巧みな の迪 りで をる • 

一九 阿 一年 六 さ 一十 二日 附 t なて ル 拭 巧より ブ R は 巧に チタせ る* g にめ て 巧を は府 はを サ巧 
に巧しブ蹄が獨进の巧を里いたキ劣扭4る41?^とブがが 一 丸||充年のな巧をなて巧なるが巧と同 
一 用せ るず 巧を 公表す ると ころで わつ た •スター リンは 巧 巧が 巧 巧 巧 巧 交 巧を 化を する ものと か 
巧して むた •スタ— リンは 巧を と 西が 民 ま々 巧战 肉との 巧 巧 巧が 長 巧 化し、 巧ら 力を 巧サナ して 
ポル シ王 ゲィズ A のな 巧 己 進 wfc 可 巧なら しむる ものと 巧 & 括つ てゐ た。 か < あるべ S を 弦 かに 
期して わた •スタ— リンは 巧进 かかが 西を 南り 英ボ をな 巧臣 より 曲 速す るに 及んで 少なからず 巧 
巧を したので あつた •か < て K *— リンは 自巧 化の 秘術を j 沒 しなが 英米との おりを 巧し 巧 巧 逝 

駐の化 術を をいだ のでを つた • を 時！ S 这 外が 巧は® ブ 化 めの 現 がをお 阳 しつ、 兵 產み于 が 化 

巧として巧巧切りがしがか、 スパ ィ巧¢^*«エ作を»巧サるな i 巧甘て#ホィ ン* —ナ シ 3 ナ ル 
が バルカン 巧闻 及びを W にがて# の 宜* 巧 動を 繼 なしつ、 わりし 巧ボを 巧な 巧荣 したので あつ 




の 


pniyyly = 

しめた 上プ 財———— の— 卡— 面に がても ミと i 
れ てね る。—、—、— i — ける ブ i 

^ をには;;: ル ピアを も 巧び を もな 注を てね え 特に 養の 靈ル裘 巧を はせ のな を 巧に 
ミ— くと*; 11，， ップ； 一九 f 窒 r がを 英闽の 

島と す 霊ろ 舒 & ミが を 巧 力」 巧 も 楚賓寞 い 功^^ し； 

が r — 明らかと なつた， ナヤ， i は ill i を 

! て.^ び^の 擊蔓 にが 空しめ を 巧みて E にがて ホ S 寡 巧:： おしち- 


五 巧 . 

1、 チヤー 于 ルが クリップスな プ英义 巧の 巧つ を 巧 ホに あを、 ゾ 祝が 巧彻 になつ てを 巧す るで 
わらぅ とした 明 巧む わなを 巧 セと いん 曲 及び - 

二、 チヤ— ナルが ル— ズ ヴェル ト大 ながより 巧 田の 巧 巧が 巧に おん お 制 化に な 助を 巧ムぺ ホげ 
のめな を W て， 〇 るげ。 

巧 进刚の \モ せる C の祕 あみ 談に 巧ての 巧进 によれば、 ナヤ— チル 巧は-一^化の 史明 をな みるに 
•及んで なめて 多 致 T 院？ 1 自刚 にが i る 巧呈を 一巧し ± なをが ちし 巧た といん ことで* る • 

英ブ曲 图のお 枝# 胤は 夙< も 一' 化 阳〇年 バルカンに めて « 巧權 なに ザ 反して 巧 88 をな みて ね 
た 巧ぇ て 一 化 叫 ー ザの 巧 巧を 班へ るに 及んで おの 巧 V 共同 工作は を*# 货の 巧を 化へ、 あに 同 
午 WH に 巧 巧 甘る バルカン 巧 巧を をつ かけと してを 化 巧に W れて しまつた •化の 巧プ な* の 目の 
は パル カン E 巧の ドィッな 防を 出來 巧る 化り 云 ホより 狭* する にあつ たが、 本な おもな バルカン 
ぶが 巧 及び トルコ 政府の 巧 化が 巧 かつて W 轴 脚の 迅速な 巧 巧に 巧 0¢ なさを かたのは 巧な の 巧り 
である。 - 

» ブ强お g なか ピ—ヴ アブ ルック 卿の 凡ゆるを 巧た jtWH をな て ソ冉を 巧 助 するとい ふが 巧む® 
巧 や、 i た 米 田に も の沒助 t * 巧した ことによ つで 英ブ 曲な の* のか# が お. 切に 輿論の かに 


巧ら かにされ ち ミ ail 。 ミ すは で 麻 

に——— Is 争 - リンの 

惠帥 チサ i が > 谢をミ とん 没で^た ド ー 切を これに 席け ゎ巧 

風 筆と に 一— 窺 K 管— でを i -巧 

はサ冤 ご サ； i 接— 了、 拿——— ける 

ナ T ナルと？ 哥 ると いんがに ホ 望を つじいで ねる のでを ろ 
不法た 审 巧め 巧 巧 t 費し； 7 化废 ； --ら 3 a を* こ 化る 不正れ 差で 巧奠し 
かくて. si 田は 一巧に して ボルシェ ヴ ィズムとの 国 巧 

ち り， i ろ— もちを SK る夕 5 た i 學ホゃ ホ W 
裳 ポル ミゲィ^: と 重 置 望 5 て？ を si をす セ 

の 百 再 舅た ちん V はを 度と 滿 化— へたを？ i ホ 田を 
のの i る •と f I 巧。 

S してね る 皮 ホ K おし S した 0 S る* 五を 



立 K 

巧 太 人 やち 西 人の 摩 ザ や义化 巧® のみ 員は か 巧 やな 巧の クヲプ にがて ソ府は 元 來呆巧 的と ヒ巧 
創 逸の おな 峰に あつたと す 巧した •巧 < を 近を で プ瞄 をな て 無神論の が 巧と してを なる W がを 巧 
やして ねた 乂司 おや 司が や！©® 官等は プ啸 は 常に 巧特 がの がを でを つたこと を 巧が おり また 今 口 
その お 巧 おで ある カン タ ペリー の乂司 巧は ホ 巧 巧び をの 友人 ス久— リンの ためにを けの 巧 巧に が 
巧に た 0 で— •チ 卞* チルる び ル— ズご； は攀 におつ てを f れ寞 モク ラシ ふ神变 
なる 巧理に 巧し ポル シュヴィ ズ A な棉 より 近い 巧瞄 はない と哥 明した ので ある。 巧 巧の 巧 ホ ホな 
巧の 化ての おは 济义的 ボル シ K ヴ ィズムの 巧 邪 翼に 巧す る蠢 巧い 巧 巧と 問愤 とを 现掌 こと 
に 巧 向した ので ある。 • 

この 閒 スター リンに よつ て 巧 望され てゐ たれ § 助は をく 現 はれない 0 である。 チヤー チルと 
スタ， リンが お 近是 「巧爭 Q がまな を IIP が お」 と 一巧 ふ で 一ち 现 はされ て ゎる C とはを く 巧 
巧と 一を して ゐる とい ム べきで &る •こ 〇哥 集は をに とつて 化 巧 望の ぶまを f おもよ く现 
はして むる よぅに 思へ るので ある。 . • 

こ S ヶリ 拙に 矣巧 巧の 巧を 巧當 まりな ホち 卽 ちな ホ靈り 愛に よつ て •巧 巧を 巧へ 
てす るかを なしつつ、 累ぶ のち 翼 等に をる み、 柄、 气 をさ 等に 加へ て 基に 粒 卞るソ 



が 〇惡路 を* り 巧へ て 巧 巧连巧 に 巧 進を 巧ね たので わる， 

このち 义 なる 碟拘の 一段 階に しろ、 たと へ进 方からで もこれ t みた 夕は设 りなき*®^ のぶに 巧 
たれざる を 巧ない •が 困は を や 巧 巧の® がに も 及び 巧い 类 巧を 投 化のを をな てみ つめて わる。 巧 
しおを してを はし むれば W お 的む 巧 巧の 美 巧 的 巧 巧 も 無比の 賊 がの 天 ネ にょつ て 之 等の# 诚が指 
がされれ かつた とずれ ぱ 巧て 無に 尊し かつた であらぅ。 

ち 人 巧 西 西が 自らを の 巧 阳を圆 らし、 且つ 最近^^ 殆ど 苑 をに 他の 化が から® 巧して わたが 巧 
はを 回の 巧ソ 巧の 進 巧に 伴 ひ 初めてを なが 巧せられ るに 至つ たので 巧る。 ブ蹄 にがては が 巧 巧ん 
閒に みを 巧つ た 一人の 拓 おが 無制限なる 政が 化に がられて】 お 九 千 巧に も 上る がの 闽 巧の 甜 K 肤 
のを別を一 つの目巧に巧はしめた〇でわる。 卽ちポルシエヴィズムを^"*^るモス々々おをにょり 
を か 巧を M がせん としたの である。 巧に を傳 許りでは 化の 目的に 到 巧す る ホ 巧と しでは 巧 分で な 
い0を哉班したスタ1リンは巧のかき^^さとお巧あとをなて此の巧'^成の巧ブおをお力をが 
て したので をる •人 もれ も M 巧む だな をはて この 目 巧に 向つ て 巧り 立てられ たので ある。 3 
巧 巧 人の 文化め 化び 巧 巧 的を 巧 水が はれ 3 の 括が に 等し かつた。 

汉 在の 巧酉亞 人は 巧 どを て 是るも なれな R おに 化み 半ぱ化 依に なし^ 巧に 巧 まあら しめる 巧の 

■ 五 セ 



. 五八 

をての树をホつたのである《能力、実、荣お、ホは！の到を巧ひ及ばざる巧でわる。ホちなを 
辛い、 が5|な、 何等生巧の樂しみも、 义、 巧巧もなく*西亞人は人*の巧巧巧»し巧をいかを化 
おに 巧つ たので ある •人 巧が が进 した 化 巧を 巧 か 一時 化を も 括たない 內に人 おを してを をに まを 
に i で 陪れた ホ K を 班め る 巧は 巧に がな：* まる ものである •化の 因 人の かき 巧 巧 にがてな ホ も 巧 
历夕も 强時作 巧の ために 惟の され ホ 巧の ー ル— プルに まるを 化 巧 思 太 脚に* する ホ 巧の 巧 ホぐ 军 
饱巧 娘の 巧に ま 出された ので ある" 巧く して お ザ 前を は ホ ゼ忖巧 や 小征巿 がな 在して わたと ころ 
にぶ 乂 たるが 巧 及び 巧 時 おがの 巧の 乂エ 巧が®^ される に 至つ たので ある •巧て はサ かなる が ホ 
であつ たと ころに 大巧 おの 巧が 巧 おや 巧け 巧が 巧 巧され わ。 

な 巧 じの 政を 及び 軍が 巧 巧が ブ 巧に 巧 利と 化え る や、 時を がさ 卞 化の 巧 太 ボルシェ ヴ ィズム 的， 
巧 あ n I ラ— はを 麻を お 巧には a する 巧に なつて ねた •巧 巧が が 同年 六 H 化 二日と いん ±舌 巧に 
をつ て 立ち上つ た 時には 旣にホ 軍 の 巧供攻 i ははぶ TW みで あつた。 

巧 巧！. 化の ち乂 V 巧の 也 力か张 とその 狙を 巧 スタ— リンの 巧 gf 巧 巧を めぐる 一切の 思 ホと 前' 
巧 化かとは がに ホの 巧* のた めを ちに して ホが されて 了つ た •巧ち 接がは 巧 进及ぴ 脚な 巧を 巧げ 
一 比 W 1. ザの 乂抽巧 嘴 W 巧に がて 化 0 港、 巧を.： .ルけ，- 化き までに 叩きのめ I 、 R 巧 じ V わた ので 》 


シエ ヴィ： s 愛. と 永 含ね** 接 A 成から かで 巧た？ ミち 器扣 後世 ま久に 接が 

にが 15 卞ぺ きで ある • h 

をは 化 es に 一な 一 年長ける ッ蹄 S 诚と 基を 地 S 及 ぷ臺を ホ S 如 4 め サんと 

すら もで でもる。 * 

1、 大畦 KI . れわ关 浸 •ミ 巽 も 今や 重 S 學 ではを & ミ 至 マ。 赛及ぴ その 辟 

な 田は をや畜 己忆 めて 攻* ■し 巧ざる も® と & つて 至た •巧 も 描孚へ 力ち ざるを ブ」 

♦ミキ 待 覆 ま 冊で あを - 。 

二、 餐 的に みて 篤 尚 及びを の 友 巧は/す やを くをから の 袖 給を を f しれく れつた 

芭 はを C そ菱島 豐$ か 名 放され セ ミ 含 •養 Q 累爱 疑* 頑を をの 重 

t 充 たし 驾を 。わろ 含 S 累 H ホは ミ 往モ つく。 窒 及び ミ 友 巧 0 K 望 章陡 下に 
今 拍卞る ホと ならぅ しそ Q 霞き S 巧 力は S 更に 一段と 靖李を あらぅ •巧ん 器 方 欠 化 
巧の 巧は は琶 早く も哲な 名ね る， かく 書 S 控 及び 典 《暨芝 英胃羣 る 技巧的 
R 巧を 形？ •へを 1 S 巧を た 望的璧 & S そく も 削？ れた 窒」 いと i ざるを 巧な 
: 一丸の 一一^に がて 今日 i 迅 及び 園 巧は ッ S 及え 3 累れ 3 は* ょり 冥 巧 病、 

a 九 


巧つ 

ち ® 至 if f ミ • f If ミ 堅 f 藻 

學 る— 委闲 n な お f を ii みて 巧— i を 巧 

卵 托されを 巧ます 化 及び 軍 雨資村 si 巧 ひ》？ して 袭呈 

ならしむ る も 0 に 他なら ない •彼靈 去 f 按 けずる に巧<^ 

; j 巧两 部. 寨 及び 粟 却に がける 邸 困は お抽侧 Q 巧！： c がしを 户 

藥の勝 藉 養を零」 ち— で、——; く^^^ 

る こと も S ない？* る 。. おち。./ 忆策 もた 器带 左を 左を 卞 

り^!^'!^ ご"—。 ッぺは 勿 辞 弗 詔 K が 了 も、 馨 Q 秦護 S 累蓋ミ 神と 飞， ，巧 

が1^.^^|にお去ぇ|がつぃゎ|ろが"旱巧を」1異利ぶで^^ぉ 
S でを； グ；； ン W まは ま忆 有利を 0 でを る • 

B に 今 ご i ミ f i 替 f f I 酵 5— ; クと磬 


登の 下に か 我が 度け をて ねろ 累曲 困は モの陡 お 空軍 2 力を# げてモ 〇夏车 る齿英 
ち 巧に 集中して ねる 化 態で わを この 巧 巧に 巧し 丟作 括と 同な に* たな 刑留 結の ための 人員 
及びの 巧巧拍 のち 面に も 凡ゆる 洽 なを 巧へ て わるので ある。 

で また 棠 K をる 幕 器 ミ た &Q ポル：》 ィ 叢は 塞 的な 唐 f 享ミ 

でを ろ 卸ち iM 盟 にょつ てな 合された 日 累の强 困 及びを のを 加が 闽の度 巧 か 苗の お 落に 
ょつ てを 蓋 化された と 1M をと Ks てを C 心 忆寶」 資視 じる 園を a ない のでを 
ろ この同盟阐及びそのた巧〇支留寞巧にがて楚の邮わら地^-^削巧にまで、 义阳違お 

から プ璧盏 K— 畫 S 富 裝2靈3 れ セ®— ろ 4 た 故を 章 7 庭ぶ 阿 ホ 利 

裝巧 及び 藍に がても また この 器 的 蓋の 皮 力を*® する に 巧 巧 しないの であろ 靈を 
ては 强困 1= ま そ S 弦 じる 震 0 扭 まと」 て 及な と」 て样 在」、 サ累か 巧— 曲 索と 巧 も 日 
本が 1 巧す ぺ をす K 的 化 旧に 巧し 反 段ず る ことは 化 巧ない のでを る • ， 

をら Q 雲 各 立」 T 善が を、 を S 先 苦 ナイ— ナ 、ル 氏が きミ焉 人も蓄 にがて 

な ひもな く iWB のお窒 巧の ま 化 f して ホ へられて A る この 人れ の' むを を 巧る 巧は なか。 おし 
も チ T ナル 氏を ホ Q 巧爭 にがて 章 をみ &くミ 现を奚 田は》 i に 負けた とい 

だ】 



ム ことを 今日す でに、 む 巧に がして ねない としたなら ぱ それは をく 驚を に 堪えない ことで ある •化 
は 勿論 〇闻 巧の がでは C Qsfft 誌め 得ない し 4 たみをに 尙 ほが 巧 巧 巧 曲で わる ホ 因 合 ホ 面の 巧 
巧に 化 0 ホ 望を つないで わるので あろ。 

^ す ホに 諸 巧！ ル— ズごル ト乂お 巧は 數ザ來 ドイツ 及びを の 化の あらゆる 巧 能を 围* に 巧 
して 稱 的を W て 巧 かして ホた •しかしむ 巧 アタリ カな 衆 田の 巧ず 巧 巧 おたちが ドイツに 巧し で お 
るに 至つ た 巧 巧が、 まず ま 十 巧が の 巧を 加へ るに 及んで は、 われわれと しても、 この 巧 迸 じつい 
てを が 巧手 傍な 的 推 度を はて おむ 何らの 巧 山 もない。 

巧 进の因 民は をのを 歴 おにが て アメリカ 闽 がに 巧し な 恨を 抱いた おもれ < またが 惡を 巧つ た ホ 
もなかつ た。 それ にも拘らず ルー ズ ヴェル ト 巧は、^ 巧、 を 曲、；^ 巧の 賊 りを 巧して その 巧 上と 
扭 巧を 巧 巧 巧爭に K りたて やぅと して わる。 

ド イブは この 巧 弦を なし 乍ら この 巧を アメリカの 巧 巧が 祗 つたので もなければ、 义 おり 巧た わ 
けで もな く、 » に ルー ズ ヴェル トが巧 ホに 巧 クた巧 巧に 进 ざない と レム お# が 巧 S される に 及ん 
で 巧 巧は この 聞の 春 巧を ち* し、 又 これに 應 じて ドイツ 田な 巧は、 巧め て ルー ズ ヴェル ト のな 巧 
を 巧り 上げて 巧 巧と する に まつた ので ある •ルー ズ ヴェル ト乂巧 巧は かぅ した^^に 巧み、 余は 


なに ホの ホ ff を 煤 巧したい • - , 

アイリ々 なぶ 巧が 巧々 のめ 闽に ボ蓝 なを 化 結す るか 义 どの お 巧に^ する わ 更に 叉 T イリ々 は 

を 巧 ずを 一 毫急扭を蠢累^£議ち窺寶びそ5同琵6松鞋は何らが>を典 

へないで あらぅ • 

钟の巧 巧に ょり 何千： 中 力 ご イ - 夕ふ大 が' てて が おする 巧* の 巧 W 民が 何 化# 击 にを 力 
を がげ て 巧 ひなは ねばならぬ かとい をはを を 巧； 031: せを むらね 華 あろ 巧す のが 巧 
は 一方には 闲 架が なに 巧ら しいせ-! t め秩ホ 及び 巧 巧の な-化む かがを を けんと 凶 ムな陌 W がを り、 
化 4：; 巧 化# の闽巧 お乂を ホの 化 巧の 利益が ル ー ズ ヴェル ト氏 とおに ホ 巧に 立つ てむ たこの 曲 苗が 
互に 巧 立して むる とい ム东 巧に 化 ひなつて こそ 现 をの 怖 巧は 規 解し 村ら れ るので をを 

ル— ズヴ H ルト 巧は 巧 も 巧 化 ホび になと 的问 をのが 用し 巧ら ろろ 凡ゆるな 傅货 がを 巧 的 目して 
W 荣 な# ちを ドイツ あぴフ アツ シズ A 伊太利に 巧す るな 悪， むを 巧り なて たので ある •化 何れる モ 
没を も 进ば妄 には ドイツち 又 時には かぶ § ち 本を 交 立に 荣 巧を ぶじ 講し ミろ 化の 
ちんと ころは 「ドろ はを 世 5 i を 度 堂ん となして ねる。」 とか 「ヒ トラ— は 束を 化贴せ 
ん とする ので ある •叉 アタリ •々を ホ 困を が « せんと ホして わる 〇」 とか 更に 「ヒ トラ— は サ# をみ 

. ホ ーニ 



w せんとず る もの ポ」 とか 凡ゆる* を T メリ カ 曲 巧に 吿げ るので ある •がし 巧 論 さ 等は 凡て* に 
巧を げた •語で あるとは ょく 解つ て & る •ドイッの 生 巧は 數 世紀に 互つ て 菜 巧に 巧 良す るで あら 
ぅが この ドイッは 巧 一には アメリカに 巧が して 進出 せんとの 巧 因を 何ら 有さず、 又な つてな も そ 
のち 巧を 巧し 化い のは 人の かると C ろで ある。 

巧 二には ドイッが アメリカを 巧擊 するとを ム考は 巧を めに E て もを く哀 を 的 巧 度げ たこと で わ 
る •アイリ カの が 巧は これを ホみ かつてね るが が ほ 且つ アメリカの 戰带 巧が 巧 共が 紀 えず ドイッ 
の攻 おが 可雅 でを ると 蘇 じて わるのは 資 にこの 巧 訊が 白 曰の 息 巧を カム フ ラー ジ する ためにが 巧 
だからで ある。 巧斯 「コ ッ おに 侃へ ょ」 とい ふまで ア I ドル ブ •ヒット ラー が 化み 化 服の 掛か* 
を おする と捣迪 してむ るので ある。 これは 巧に こんな 事を 叫んで アメリカを 通じて ユダヤを 巧ち 
巧の ま 巧 力を これを 振 ひがした 化ての 阁 々にがても 巧 巧に 巧 めんと する もので をる •この® 因を 
徐 ホしても アイリ カは 巧が ドイッ、 イ タリー 又：：： 本に 巧な する 巧 巧を 巧沒 して ゐ るので ある。 

米阁 はかな 进 反を 巧 ふために 地 H やを 文 巧を 巧边 し^をな 巧した。 巧 巧を^ し、 t づ琪を 
をれ から 自阐 化で おな する ことを 巧ぴ巧 化する ために 「現を 自阅お » を 巧 巧を 作り 化した のでを 
る。 ボルシェ ヴ イズムを 化な とげ ぴ 乍ら 巧 巧训 後には これと 巧 巧す るに 至つ たので もる。 最 巧に 



安® なかを かし 而 して ドイツの お 舶に投 おし、 而も ドイツの お 舶が巧 巧す ると 巧澈 する やぅ 卜巧 • 
すを する のでを る。 

乂囲 おの 化を なる が どの 化 長く 化ら のな 巧の か、 る 巧 C 孜 巧を 甘 巧ず るかを 度 陪閒は L け 
れ をら な 5 •蓋 理巧 t ホ 田 人は ミ 凄 望」 了 6 るを か*-? が 法* と现 はれ 
て わち おを Q ななに をる 巧異 S つて なても 现 在の 米固孜 巧の 巧 ホは 巧は ホ 因 巧の 一'"^ 郁み 
にち ま營れ て t 為 ダ •と 5S は 若」 ル慧 慕が 彼ら nss な 妊 巧 攀の化 
巧’ また 奪の 巧 思 巧し それが 孕— 化に 反し 且つ 二つの 义洋の 化 ホに ぁを 巧の 他の 郁々 の 
S の 巧辆军 ホし 4 たこれ を寫 的に 物 巧 的に 領 ちしよぅ とずる ことは* ご— 义 が 初の 最 
な 強化に？ 4 と？ ミら、 .V れ寞寶 置 雲 志 S 餐な お？ を 巧ない からで ぁる • 

* た 巧 一に 米阐援 一切の 巧 おを 島 にがてが 巧し 巧 二に そた をて# 巧 さを 化 翼 もがら 

t 化して 巧 神 的に 巧 巧したり、 巧ん やそれ を 支 おし 巧れ いこと をを< あ 巧に 円**^ してむ るからで 
わろ 7 イリ ヵは て， 力た， な 奮は な 篇 じたと ー ミのは 桂め て 馬 じをまで ぁろ 何人 
もサ 巧め れ乂巧 巧を 团し W す ことを くして、 来义 にこれ を 度 ホ 曲卞る こと^ リ來な L 

もしも アイ，.^ の 曲 巧が、 かく S さ ル- ズ ヴェル ト乂 をのす 自 おな 目 巧 近 ホの S として 

巧 五 



- .六々 

不を冀 し、 他 Q 裝 、卽ち 3 -a ッ .ハに がする 戰 巧に 巧を をを ると すれち 巧* はたが 
わ 务の银 と 中し 上げる 啤 はない •而 してた ジ ホの 一巧 ダけ を搜 にが 巧したい。 

卽 ち： リカな ホ间 とな 班 塞び にぶ 苗と 0 閒に羣 が 巧 巧した 车れち C の 晒 ホ & びその 
ぉ 化に ぉ卞 る* 化は、 一に ル- ズヴ王 ルト乂 i のれ ムぺを も。 な。 とぃん ことち 今" すでに 
歷 をの" 叫に おとして 助かすべからざる ところで あろ I 柏 か 何む る 巧 かち ル— ズヴ； ふ‘ 
〜 るは 巧を 執り、 そ〇闲 巧を ちまざる 巧 ホに 曲り なて、 わるので あるか、 われ わ t ょが J とせ ざ 
るを 巧ない •アメリカの 巧 お白みに とつて は ル— ズヴ ユル ト 大^^の この 政 巧は、。 つん 祐 神め 
にも 构巧 的に も、 内 巧な ものになる であらぅ •何故なら、 

一、 アイリ カの 巧悅 おが イギリスの 巧 » 巧 ホの ま セる を 巧を かに 引き 巧け ねばならなくな るむ 
であらぅ ことは 明白で ある。 

巧な のか < イギリス ホに その他の 甜 困は、 兮 日も衍 、凡そ 百 あ 十 巧 ホに 巧す るが サ典巧 市な 時 
のちのを 巧」、 や 和 時 忆もそ Q 利す さへ ま 2 こち 巽な かつた。 巧ん や赔思 おいてを やで 
ある 0 をして 巧 W を 巧 ふこと も m 來 なかつ をな ガ から、 巧し レち 化の 化を はを < ま 洗ム化 力がない 
ことは の 防で ある。 なつて：，々 を S た 0 巧に 巧 供 する 拭、 蓋' 巧 行 羣ちだ f 


巧て， 力 巧 巧 おのる 沒 となを はない。； リカの 品物が 何らの 代 巧 もを ける ことなく^ 巧め 

に 田 かに 出て 巧< ちわ & から、 接 的氯閒 05 ち K ミ 浸、 寶—禁 悟 i は"^ 卡. 

に 巧む 笛で れい •をはは がの 巧 段に 运ミも 明を あるぃ 余の ぶる ところでは、 一里 一華の 
て リカ 恐泛如 まは、 班 在 ル - K ヴ H ルぶ を 行し WA る 砂 靈ち襄 養® 拉 f してを 
ずるで & らう 磬に比 ぶれば、 度に 兒 巧に 等しい 玄で ミセ。 ル 1< ヴ ユル ト は、 民 重を の 
塞の たを 岡ん— も ミ ま 管て— こか」 氏 K 」 I 爱ミ れを蓄 ならば、 踩 f 来め 

ち、 ボル シ H ヴ イキ Qn シャと 化んだり など しれ かつた 0 で をら え かし 化は 独 f ぶめ-、 
ポル シェヴイキと化ん；^^のであるから、 化菱ユダヤ人プレイン • -^-ブスふ紀封め巧帝をがな 
しやう とする 自分の な 害 巧な してし まつた ミに じろ でて ル— ズ ヴェル ト 氏は、 アイ， 力 
の. 化 子たち の 血を 读牲 にし やうと W なして わるの て ある 
二、 ル— ズご てで が 故 蓋ち ポル； ヴ イズムと 括んだ •をの 結を、 器 他の 巧* 
で 化ら れ たと をく 巧な レ、 アメリカ にも ^ のに 巧烈 ななみ 的な 巧ぶ となつ てを はれる であら 
え わたれの 巧な すると ころに ょれち ル— ズ ヴェル ト乂が 巧は ソヴ ェ—卜 •。シ ヤ との 巧 巧 
こょつ で、 巧 巧议も 巧 巧す ぺき 一の むみ 的 巧 巧を がし 化した。 - 

I - ち セ 


• ホ 八 

この 粧局 こそは アィリ々 の 苗 巧を を 巧 させ お 十 申が のが 放に 巧げ なす お 廉を说 がする^ ちる で 
わらぅ。 

チヤー チル 氏は このな 巧を、 自分 0 が 巧に ょる か、 巧义 ルー ズ ヴェル ト 大^の が# にょろ か 
は 則と して、 巧 分の がな をはて 支持して ゐる •巧みよ たる 化 人は ルー ズ ヴェル ト巧 であるが、 こ 
れ はまと して 指 巧す る おは 巧历 であらぅ •何 巧なら ぱ巧 巧の 将來 はおに 巧が たる ものが あるから 
でを る， - 

余は をみ の巧爭 にがけ る お 巧の 化 旗と をのな 通しを ホの かく 籍 しでな ぺ たいと 思 ふ。 

1 、 S 苗 巧 おに 結を されて &る两 お及びを の 巧 恐 巧に 巧し 巧 化に淹 上に がても 跨 利を 巧ろ まが 
化 ホな かつた。 おがの 枯巧 としてを る 巧 巧から その 巧 化ち 化を ちへ なければ ならない が この間 巧 
* の 可！ は巧乂 されつつ ある • 

二、 チヤー チルの 巧 碑した 巧 本 上 及びな 洲の閒 にがけ るを 巧の 戟ひ にがても 英 巧に 巧は ない • 
巧 上の 化 巧 的け 谋 A びを の 巧 巧 化 巧は な W 义 巧に 巧ず る お 巧の 輿中攻 巧の ためには 巧が にお 防に 
夕 くの 惡巧 巧を 巧して わる。 - 

ご！、 日本を がく 稱軸巧 白みは ゾ拼の 化 化の 巧 用 W 来る 巧 ホ 及び 巧 巧 巧 則を ち ホの をれ ょ 〇 もが 


及 4-^ こ# みした • 

巧 t は— 羣を 送す まに ょ i * ii 吐 i めに を i 田 夕はホ 
ぞ^ 固 巧董 t 海產ち 集 塞 ミ？ 革に ょ-つて 英 重は 護し 瓦 

つ 何れは 的 ホに 期ず るで をら ぅ • 、0>「ド{プ 
斤 巧； ッの かやの 巧みに 閒 する 巧 田の ま 巧に 田して は舊 ぶの 夕需 卞る卽 t ‘； 

岡 i にお— ミ義 e & 香 わ i — 識替 7， e — 和 英^ 

の设面 たれ 巧紀に 巧つ るが ドろ は そな 上 か 平を 巧 案し じ 力つ たト ィッは 巧 在 も 巧 
や 巧が をれ ずを 巧を » じ てが してね ない」 と、 r トレた 王 

’■ I は畜 i を i 「乂 の乂ホ ^ 

着 も —、 sllils 塗，—^;;#^— は 時 

|而も|甘柏になつて|。あしミるとぃはれてミ 

に人稔 」w If ぶ、 で— 霎 と」 511 をろ 

ねる？ けで 巧に 巧に 足る 寞 といん ベを でぁろ ホ 上 曼の霎 I 巧し その 

巧 ホ 


モ〇 

间盘闻 及び 友 巧と 共に 巧が を ま 配し 遂にを のをな 巧を 巧 巧し、 それによ つて 巧 かなこ 外が の 化 巧 
んら がぶ しお^を に乂 巧进稱 謹の 巧 爭を巧 おした 巧 巧 曲 巧は 今や 正 巧なる 巧 かを 巧さねば た 
ら むい。 これは また 巧 太 巧に 巧ても W 巧で ある。 卽 ちす 化 出な ムプソ リ—ユ を 巧の W 现 とその ブ 
T シズ ムぷ 助は を® 巧に ぶ 巧され てゐ るので ある。 

併し おみ こ 0 】 切が ぼ おにな り、 ドィツが 吸 利に ホぐ 胺 利を 巧 巧ず る 代りに 化 化を 亞 たたと し 
て もた ジー 0 ことかが 昔 « ホる。 卽ち闻 おか 脅 ホぶ ドィツは かしてが 化されな いと 友 ふこと であ 
る 0 

お 近 巧 巧 巧から 巧图 のな 乂の职 事 巧口杀 として 持 巧され てね る チヤ— チル 巧は 巧、 稱巧巧 
び五阵 - r * ■巧# 巧の 规 ホでは 巧ぶ 裝 にがけ る：： を 瞬く 閒に W がされる とを ム ことを 取 巧に な 
るぺ をで ある。 併し チヤー チルは 义こ 如に 就ても 正しい 助す やが おを をけ てわない。 併し をれ は 
化して 化ぶ 巧な ものでは ない。 巧洲 の诚闲 巧は が S を 巧す こよを 堯 もがして わな レので ある。 巧 
蘇た だ】 つの ことは 明らかで あろ 卽ち をれ はが 巧の 媒州化 巧が 巧ずに よつ て W がされ.^ 巧に 我 
々の 巧洲乂 巧 を 巧し く 巧訪 ずる ことは を 口 明白と お 巧され 巧る ことでは むいと 一おム ことで ある。 
この 松は が 柿を 伴は ざるを 巧ない。 が々 はみ 巧に 餐 W して 巧 始めて がしい 巧 a にお® せね でなら 


\ 


巧つ てを 雲 ほ 巧 ネ进論 巧 s 寬は あを しても ホの】 由に 曲卞& 阻り ではを 第 人と して 
巧餘 をを し 巧む 者は ない をで あを 站ち 蓄は歐 巧む にがて 蒙を 星-巧 ょらむ 可を で L 、 とを 
ム巧 である •とも 雲 困は 3 - a ツパ にがて 宙 をの 限りを つくして ホた のでを を 一因を 化 田に 
巧して 利用し をらん 限りの 巧な 涅し ぅし、 查 じらず 玻爭 のお 本人と なり、 f 他 巧に 血を ホ 
さしめ て 戰爭を お 巧 させて がた— 

U れは 今日 一丢 —羣も 知悉して わる だから こそ 3-" ツ •ハは？ まに 蠢 凄と f 功 
らぅと してね るの ち フランス でさへ 此の 養で を ミ 1 ロ ツバ 良ち 抬か をな てね るので はな 

1 > • 

英 困に とり 之を な 後车る 本々 邸 爭は本 乂陡 巧 困に 巧 ホ お まを 奮ら したち 3 I P ツ. ハ 巧が 
おの 曇を 这 ずる こと モ 時な 年に 比し ホを 巧 かれる をで わつ ち 巧* 巧 己 的 0 巧 かょこ 
て今稱 ほこれを 悟 毒 巧ま义 これを 巧り 乍ら n に 出さぬ おが t としても 3 - 。 ツ. ハ 民 故は 結が 
せりと 5 ム塞 ダけ 塞兹」 去る 置は 行かないで をら えを でも* だ お 右 t 化」 璧 い？ 
もる としたら、 を寞受 ミ 寡 同累廷 s £5 を 了 聖阳」 たから KS ない 


夕 田が 今日 巧に も增 して 望んで わるの が宙 m I ロッ パを ポル シュヴィ ズム的 巧 規の谊 に せし 
める巧で自田は令までの本主上に在つて巧くぶ^^^ネ、 あはよくぱ何時か 一 巧は巧ぴ供义時を义 
巧へ と 化 巧し よぅとい つた とんでもな いま 頓 みに なつて ゐる こと 化は 3 — P ツ パで ならめ 夕 はれ 
いといつ てよ い • a — ロ ッパ はを や 結 おして 巧* はお々 これから 巧 巧した がを 巧を サん としてな 
ると ころな ので ある。 その 乂半 はち 苗の 巧 M 班阐か 巧ち 英记 のな 今 ホ 巧 巧魄爭 にを、 のか さわ 恕 
巧に 实き 落とされた m I 。 ッパ潇 困が ホぎ みぞに お® より 巧 k し IBS がに なつて 午 やその なすが 
まで 共同の 巧た る ボルシェ ヴィズ A 打 巧の ために 巧 化せん とする がを 巧驗 せんとして わるの ダ。 
を や 3 — ？ ソバは た 上， 初めて 跑巧 のがに 巧 ホつ、 ある 0 之れ ぞ 巧に 輿 巧な 巧 進よ いムぺ きで^る 0 
が巧扶 のが 扣な 本能は 化 等を していみ じ < もが 巧が 化 巧の か 巧とは 化 そ 巧 化め の ホ 巧を 辿らし め 
た •が も 之 等 w 政 前た る 中 目下 亡命者と して B ン ドンで スター リンの 问 巧 ザた る チヤ ー チルと 同 
じ 化を 曲み、 今日では その 失 空 サるお 族から さへ 少しも 手に されて わむ いの だ。 巧ん ど卞ぺ ての 
ョ I P ブパ掛 巧の 息子を は 現に 荣郁戟 がに 在つ て 巧 大巧の 生命と 义化 のが 持に 巧り つ、 閒 つて々 
ろ 化の 共 巧巧爭 でが された 化が こそは 巧 去 一切の W 說 にも 增 して 里を ものが あらぇ 茲に 巧し 
$9 — ■プ パは ナヤ— ナル 氏と ルー ズヴ H ルト 氏と をの d ダ卞的 すると 巧と におら 


卞塞卞 ち f ホ なと して 胃 も f ずち 化の ssgs て 巧し ミ— ： ソ パを 泣な 
し， みの 陆 、か 拽を 巧は ず 一切の 擧を亨 をで じ^?** 辜 時の かく 化の 大 f 化 ホ 的 

に 装し 巧ら る、 i る。 义无し は 一手 年— もがへ て— 巧 もを 

の—— i るが— は 章^ い ょるで ぁらぅ。 

し „ ’ 。 ッバ—— 化へ d - 一义 る，" ッ パが— なして 蓋 巧 

蔓’ . でて 畫 る 《 I •何人と W もこ— 的ず 

ホ 巧は 妄及 びその 友甚の §い-^^ るまで ミ 尙雙れ 巧 力と 発が i で わらぅ。 
態— を 阻 t し 巧ない。 ぬす をち ホる 農 的— S 1 味— し 
巧し 乍ら ユダャ 寫 5 モ白田 i 化产； -1 透ず をは 巧ん お 地が じい。 なる が 
て つ ^ わ i — ♦をが g ずる 
:^^!1^^島|《わサホミの巧巧ホにおがずるはホぉを^&がずるミも1 


.ォ ブト 東を 巧逸國 大使の 聲巧 

旧 巧 十六が 十二 巧 十二 日 

長年 來巧 巧に をの 巧 命を 共に し、 ぶに 巧く おばれて わる 日、 巧、 が 兰巧 は 今や ffl みに 巧 ふに It ! 
つち その 地は 逆く 巧る にも拘らず 堅く が ばれた 巧* I 二 お 巧の か 回の 一を 曲 結ょりも 巧に！ な 
なか 的な 且つ 堂々 たる おな は 他に 例を みない。 化來け 本の 巧ぶ 郎な布 吿と间 時に 巧沒 並に がぶ 利 
の對ホ 城を 加は 巧に 巧ぶ して ゐ たので をる。 

今 こを 巧々 ご爵 おは 巧を ホ •へで アングロ サミ ン巧闯 の W がまが 化に お抗 してぶ 巧の 巧を 法け 
する も 0 である。 その 共通な なを 聞 おして 撤 •底のに が满 し、 战が ホに 萊 西に がける 正な にして を 
苑 巧き 新 巧秩巧 立の ため 凡ゆる 陈巧 をを がする をは その 巧を 化め ない といん 巧を 日、 巧が S 巧 
はげ リ诞 席に 巧 約した ホ 巧で ある。 

長年 口 巧 巧 醬關な 巧 盤の が 巧に なち 日本 闭 2^ を おに 巧り、 円本 围 民と 巧 巧に 巧び、 が 共に 悲し 
んダ お々 はこの お H 閒の 巧义 なか 巧と 巧 巧に 巧し 誠に 巧び と 茜り に H へれい。 

巧ゾかれめ一 1 つ の巧巧〇巧な此かやを巧巧に左つ てか巧な巧巧^^^包サしめ てゐる。 扫のの化乂 



さと. 化 巧を 巧が せる 化 巧な 围 々は 巧を 化 巧た る 朽ちが てた 巧 ホに が抗 して 立ち上つ た。 卽ち化 化 
の 巧 おと 粒 巧の がが お 公が 巧と 树资 に對 化して ゐ るので あり、 义 、生 巧 力と が ホのを びが 過去の 
す 化の 姐 巧に がな 巧く 间辑 する ものと おぶ してむ るので ある。 

戟 々の おがぶ* としてを て 巧 おし 义ホ備 した 邸带は 今や 化 巧乂戰 となつ た。 なは このが 巧® ホ 
をを の お 乂む地 巧の 隅から 牌まで W 時に 且つ 同じ 巧 巧と が应 さを なて お 巧して ねる。 

•り ら化义 した この 化巧乂 义を现 に操觀 せんとす るを てが 化 等の 乎から 巧り をち たを について は 
が々 は先づ n、 巧、 が拽絲 のが 動 だ もせぬ 巧 巧 性に 巧が する ものである。 巧に 巧々 兰闻巧 も その 
化 麻 もを ホの 踩带を 化しな かつた。 この® 带 をる や 少 おの 無 巧 巧 極まる 巧抑闽 お抹络 がに ょりを 
の 巧 K のむ ぶ ホに 巧 命に さへ なし おも 巧 ホに 巧 尊に 强 制された ものである。 がし 乍ら 巧々 S 巧 民 
及ぴ をのな 府が祁 巧を 法 巧し、 义か 何に 巧 ひ 且つ 腺ち のをと いまにつ いては 「エ —ブン •エ 
マ ー ル」 《この 化ょり 巧が マ デ ノ絲を 巧 化す) やを 抹 M の ホが 炯 々たろ a 化た るを 失は ない n 
本 3 も 巧の^ 8ょ|*4^ 明で 巧 巧 化 「ブリン K •ホプ •ゥ H I ルス」 换 音卞れ ぱ巧乂 村を 巧 お 
もたく浪巧して川がよつたこの：$^^ぶ过つが31|0產の卽ち了ング"サクブ ンにょるお巧义が 
の 巧 巧の シンポ ルを 擊诚し W 々たる 义 巧を* W したが これと 同 巧に！ せる おいが W 巧は 板く こ 

七 お 



とをならた不正法*る>力とわ^#<の#«卞る 】 のサ#を度己そダ打#するであらぅ， 





